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(論丈厘目直後の括弧内數字は.頁・4印 嫉本詰に抄封…灣みの もの)

物 質 構 造 論

原 于 物 理 學,客 ベ ク トル,x線,

放 射 論,結 晶 化 恥 立 盤 化 學 等

Ann.Phyeik,zo<is34)

CismaロA.u.lonescu・ ∫a誌y.Tl1・V・・振 動 刺鹸 體 と レで

の 水銀 蒸 氣 ラム プ(183).

Ber.Dtech.chem.Gee.,67(1934)

Lifsc6itzl.,Tritan誘 導 懺 の 構 證 及 び 光 吸 收.に就 て

(1413)

.Koh量rnundiK.W,R.u..Yungn[xA、 、 ラマ ソ効 果 及

び 構 造 商噬..〔V1〕DiketDn及 びKe馳 臣戚"re・ヒ・【貸f.の

ケ ト,ニ ノル 互蹇謎異 恒…(1465),

Compt,rend.,188(1839)

HulubdH∴ 崩 竣 に 慮.用 さ るべ き 強 き プロ トソ.源

(199).

D叩rtla'1'ourF6¢ ヒRi｢dberget.a.p或 る正r:鹽 基 酸の

結 晶椿 子 に對 す る温 度 の影響(215)・

ElsteinH・eヒM3gatM・ ・..液體 水 銀 と分 子 状rk,に 於

け る4as.deTNaals.カ に對 す る意 見(ssa).

Hammelr一.;Knの 硫 酸 驪 及 び 水酸 化 物 のX線 ス ペ ク

FN(｣83).

Z匪otows層1.,Ka.放 射 線 の無 め行 方 に就 て(284)・

VolkringecH・.Tchakirian4・bteroymannM・,金 思

ク ロ ロ フオ ル ムの ラマ ン スA?ト ル と そめ槽 造 との

闘係(2吻 ・

CredyH.Cyclaniqut列 の ア セチ レ ン化 倉 物 の スペ タ

.トル(2A4)6.

Kah冊.T.。v.及 びQ,.に 於 け る構 造的 脆磁 性 因 子 の

熱 的 塰 化(349).

PegzalskiT"電 菰 の 内 部 輻 射 織 の研 究(40の ・

Conin.Y.・.眞 の無 煙 石 炭1と.種々 の過 無煙 石 炭 とめX線

圖(虹6)l

AuymrRrCoincidence .法1二 よ.りY綟 吸 收 の測 定,.勵 起

され た.9量・燃 晦(珂 放 射 穆 の場 合(414)・

)Sedarelt.,・・.ox.墓 の ラY .ッ.効果 に就 き・て の 新 結 果

(421j.

Le琵b陀r..,冷 却 作 用.に ょ る二 三 の オ ゾ ン スペ ク.トル

帶 の訣 除 に就 て(45G)・ 一

㎜ ・i㎝R・ ・ 二 個 の ぺ`-$・ 核 鮪 移 或 種 齢 螺

の 吸 收及 び 螢 光 の スペ ク トノセ(4i8).

J.Am.Chem.Soo.,ss(isaa).

GrosseA.Vり 未 知 の 放 射 能(1〔rat)・

.s.Chem,Soo.,(1934)・

finchG.1.&WilmanH.,7.n酸 琵 物 の格 子 容 稜

(7b1).

Tho亅npwnH・W・ ・.〆 チ ル エチ ル遊 離 墓 を 含 む 多原 子

分 子 の吸 收 スベ ク トル(了90).

BunterR・F.&SmnuelR・ ・ 化 學 的 結 合 の 問題.〔1ユ

波 動 力 學 及 び 帶 ス ペ ク トル を基 嘩 とせ る原 干倶 の 訛

明(1180)・

T.Chem.Phys.,2Us3a).

1:vansM・G・,含D化 合 物lg.よ.る 水銀 の共 鳴 輻 射線

の清 灘(445》 ・

lianA.D.H.,LaraenK.D.&P.ordue:G.R..重 い
9

水蒸氣 の ラマ ン ズペ ク トル(4Gi)・

1'[die【E・K一&G。rely、v・ ・ 木雌 化 物 .及び 加 水分 解 甘

る.鹽類 の溶 液 の 赤 外 吸 攻(d7U).

WbelandG・ｫ.不 飽 和及 び.芳香 族 分 子 の量 子 力學;

二 つ の取 扱 ひ 方 の 比 較(47っ,

PaしUi㎎1_&W圃aηdG.W,,.Chemiallレ 川 竃の性 質9

〔V〕 に 對 す る訂 正(畢82).

Shenuau二,ナ フ タ レ ン分 子 め 波 勘 力 學 的 取 扱 ひ0575)・

Pe叩yW.G.&JutherlanA(..B.H..M,.H.O.及

?.liaの 構 造 諭(492)。

.Sl
ewユ7tG・W・,H.Oとll.,0の 甥 。Ci二 於 り るX

線 廻 折 曲 線 の 比 較(bb81.

P_llia .J,、 篭&S。rgce.、v唖Tlを 含 む 水 の 赤 外 吸 收

ス ペ ク ト ル .(559)・

:PlylerL.k.&IVillinm+F.b},水 醒 化 物 め アrv=一

ル 溶 液 の 赤 外 吸 取(565)・

C*asrfardF..W.&VielsenJ,r..,Fluombtnzzneめ ラ

マ ン ス ペ ク トル(5邸 η.

.w與1"恥 ロerL&McCannD
.C.c;ro,と 、Peゴ6、1}

s'kiteStructure(616).

「

鬮 一 像 献玲》.一.
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辱Murray工W.,オ ク タ ソの;三 異性 臓 の ヲマyz<ク

トル.(6置fl)・ 、
.
Red重icllr),,tiun1、&RosenkldPリXy6.型 の 分

子 の ラ.マ.ン効 果.(鵬)・

GordvW.,掴 酸 化 物 箆 ぴ 加 水 分 解 せ る鹽 類 の 溶 液 の

近 赤 外 吸 收(621)・
.Y
o6[D.訴L&:¥ndersnnT..r.,rr,とYH9の ラ マ

ン スペ ク トル と分 子恒 度(624)・

{dcl.,,.&』Na「ke「.u.】 ㍉ メチ ル 化 合 物 の 赤 外 及 び ラ

マ ン スベ ク トル(627)・

tiawaxl.∫.B. .&R'ilw・E・H.Jr.,對 稱 鑵 形 分 手Al㌔

の 正 規 勵 敗 と そ.の三 ハ.ロゲ ソ化 物 の ラマ ン スペ ク

トルへ の懸 用(630)・ ・

模 型 の 寫 眞 法 的 研 究(634),

.UnnpnA.】 もF,&.¥lurtayJ.W・ ・
.二 三 の 金 癒 カ ー ボ

轟 一 ル 及 び ア ル ギ ー ル の ラ マ ン 及 び 絮 外 吸 收 ス ペ ク

'ト ル(636)・

Chakn..Q.,有 機 化 合 物 の 光 吸 收(644)・

FiskL.F.RN・vu¥¥'・ 缶 光 化 學 研 究 〔SVII〕 ア セ

ト ン蘯 氣 の 萎 光 ⑩ 融)・

ZahnC・.'1'.,.化 學 給 合 ニ ネル ギ ー の 意 義(Bit).

恥UR.>t・&∫ ・P殫 詛M・a.,毓 酸 の 溶 液 の ラ ヤ ン ス

ペ ク ト.ル(ill),

$texarriW'Il・SYielsen甘 ・rt.・Sil無eてSiH4)の 赤 外

吸 收.λ ぺ.ク ト ル(丁12)・

¥(u[likcoii・S,奄 氣 能 李 と 赤 外xペ ケ ト ルL;就 τ ・

n6正.(712)・

¥6imvJ,¥V.,SquireL.f.CAndrewsP.1L,lleutmo-

iknzene.〔C5D6) .の ラ マ ン.ス ベ ク ト.ル(71a)・ ●

Nature,134(1%り ・

ibヒin∫ 臥.s.FowlecR・11・ 卩 原 子 飴.(23)・

ColdhaberM6,人 ゴ:的 生 成 放 射 性 物 質 め 自 然 放 射('!5)・

jacloonD.A・&KuhnH.,Kの 共 鳴 綴 の 最 密 構 造

(zs>.

T【dnnskc.将 ㍉.陰 核 コ牽回 と陰 性 プ ロ ト ン(26)曾

Lashkasew.W.E.&KurminG・A・1低 蓮 度 電 于 の 廻

折に廨 擢 齣 鞭 灘 その蜘(62)・
Gｻslettマ 。.E.&ret.sszhH.G..cc4中 のci間

③距離::(63)・

Hobs.W6・A皿.嘆1新 帶系(83)・

NewmauP..耳.& .W・1翼¢1{・J.誘 導放 射 能 性 及 び元

繝:.(65)9

.ZywM.,Kの 誘 導 放 射 能偉(89)・

IlevayG.ron&tayx..Y:線 放 射 の 營 光 收拳(98)・

UooglasClaτkGIL.弗 素 の原 于牛 徑 〔99).

SanncrY.:.iL極 軟X線 領 域 唹 け る 畷 收 スペ ク

rル(100}.

licbcr[snn丿.Mリ パ ラぱ ン ソ'キノ ン中 に於 け る分 子 定

方 位 のx線 分 析 に ょ る研 究(138冫.

L脚 肥wR.,超 縛 導 度 及 び.13x11効 果(139)

CmmP、 、「・,「磁 場 め 本'図…(139)・ .

Bjetge'1'.&West凶 瞳C・H.・ 種 々の エ.ネル ギ ー を有

sa中 性 于 との 衝突 に俵 っ て誘 黛 す る放 射 龍(177).

AgtonF'W"C・.Ni及 びCdの 構 造(178).

1、Vatcn、 、㌔A.、 感 應極 性1;對 す る一 艘 方 提式(17S)曾

玉・d-D・H・S¥7・m・J・w・ ・ 鬮 肝 の臨 的iRobinsoall.R.,二 次F鑢 鯏 定 劫 懺 されfiat

子 恒 数.(179>

KalckarF.改TdierE・,ProtonとDlplonの 磁 氣 能

崋 の 比.(180).

著 者 な し,慮 用 分 光 學(19嚀).

"lartin`、.∫,.P.,)leoreT.Sclinii【1「AL&.Bowde匚,F

P・,ヴ ィ タ ミ ンEの 吸 收 ス ペ ク トル('214).

"TalkeH.1・,放 射 能 性 同 位 元 棄 よb中 性 子 の 自 然 放

価(215).

CliadwickJ・&Goldberger5N.,「 核 光 電 効 渠 」丁放 射

線 に よ るDiP1嘱 旧 の 分 解(237)・

Ketetza「 ∫・んA・ ・NH41二rの 低 温 變 態 の 結 茄 構 造1251[1.

Allalia"・wA.∫" .AliclianiamA・ 」・&lh.etじFX・WB・S・,

人 工 曲 放 射 能 性 元 素 よbの 陽 電 干 及 陰 電 子 のatt・n

ギ ー ス ペ ク トル の 趣 限(254)・

rρ 一・ryT..M.・ 原 于 偵 の 型 式 と種 々 な る 問ua(L'67)・

BjergeT.適XVeslcottC.H.、 中 性 干 衝 突 に よ り誘 導
ロ

、 さ れ る 放 射 能 性(386)・

G・rt・vtigl・tA.&「t・heifeldtl1・ ・Nil.iのx一;ク トル

.(2S了>

N'・・'M・1・F.1-1.&W・lk・H・j。 誘 導 陽 電 于 軅 性

(288)・.

KaplanJ.,活 性 窒 素 に 於 け る準 安 定 分 子 存 在 の 直 接

謹 明(289)・

H・IStW.,榔 の 鰍 ス ペ.ク トル(識)・

APPl町aτdE.T.呂,「 匚価o血psonN・&"「ill…amsS。E・

Ntに 於 け るAレ ベ ル の 舞.置(3翠)・

:BeevetsC.A.NLi凶 ロH.,明 野 の 結 最 橋 遽(327>

1.ひ1鵠濫r。亜繼 縦(鷺 齟

.一(寒 獻..集)一
ワ
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能 性(377}.

RobeTtson∫.K,水 素 同 位 元 素 の 干 渉 圏 形(378)・

TammIg9・ ・.核 磁 氣 能 罕 と.tlijs…子 の 諸 性 質(:t80)・

RobertSou∫ ・券L・Dil)eniy且 分 子 の 形 状(381)・

P「i[lsJ・A・ 。 葉 隷 素 の ス ペ ク トル(157).

}lyTothF.1{.&lpfbourewJ.R..紫 夕搬 收xベ ク トル

よ り推 論 せ ら る 、 ヴ イ タ.ミ ンBの 化 學 的 撫 遣(461).

S.zilardL,.&.Chal【ners.T.A.,Ferm羣 効 果 に よ る 衝 鸚

同 位 元 素 よbの 放 射 性 元 紫 の 化 學 的 分 離(462)一 一.

He;mcrA..&Heinier1'.,CuHの ス ペ ク トル に 於 け る

勵 韭⊆…状 態(462)・

SalowH・&SヒeinerW・,高 壓 に 於 け る 酸 棄 の 吸 收z"

ク ト ル 及 びO;分 子 の 存 在(462};

Natnrwi8S.22(1934).

KneserH.0.u.IS'allTLLannM.,水 素 の 砺 轗 比 熟 の

Einstelldaue「 の 同 琶 〔510).

Schillerl.Lu..GolltrowH.,1'rotactiniumのta子 駄 と機

械 的 核 能 率(511).

MiLcheltA..a:G.u.Zelnnnsky"T.M・,共 喝 輻 射 と風『

起 原 子(527)b

農鈷 鬻:瓢 謡 ご淫。。。。朏.i
三 色 素 溶 液 の 螢 光 の 偏 光(躁 撮) .(633)・

FarknsLい ≧霞水 素 同 位 元}賦(績)(640}・

Hertberger玉1∴ 光 學 白CJ二元 罟自1;就 τ(64邑 り・.

Phi1.Hag・,18(1939)・

鱒Parthasar=thyS .,液 鶻 温 合 物 のX壊 廻 折 〔「)(90)・

WalkcH・J・ ・ 原 子 核 の 構 澁(129).

walkc}一r. .丿・・ 輕 元 素 の 放 射 能 性(.IS6}・

WalkoH.J・ ・Actinium系 の 究 極 濠(256)・

Jone.sF.T.tセ ル ロ.{ド 薄 膜 の 構 逡 〔iii<s:n)・

PhyorRev・,ca(1gs4)・

.EastmanE・D・,原 子 核 組 成 に 關 す る 二t'ル ・V一 と安

定 度(1)・

SN'ats。nW.W..&K・ontz.P"眞 空 紫 外 領 城 に 於"る

窒 乗 の 分 于 ス ペ ク トル(32)・

1'{endersonMLCレLivingutonM.S.&1.atvrLmc¢E,

O.,プ ロ ト γ衝 突 に よ る 弗 索 の 幕 換 とF19の 質 量 .

(詔)・
ゆ

P・wellW・M・11633-N63Al;於 げ る熔 融 及 緒 晶 石 英
.
.の吸 收 の 光 電 的測 定 .(43)・

.MitchtllA.C,G・ .&Murph?tE.J"覗 三囎 の9

...光測 定 に.よ.る 耳97篭 ・駿 態 の 李 掬 些 命(53).

lr・ ・OI]MF.U:&lain[i玉r.,H・.の 二 重 勵 廛 雌

i(77).

「

IGildsmithH.H.,INの 崩 墺 と天 脚 の.H2及H3の 存

在.臓(78).

Jordahlα 、L,受 磁 率 の 貰 驗 血 よ り結 晶 碍 造1=關 ず

る 知 見(79}.

L`沁ini5』F.W.&Brand)W.H,.OH憩(79).

BleakneyW"liarnwellG・P・,1,0ziexW・W・ ・Smi[h .

P」.&Smi価 皇11.D.,.質ht3な.る 宜eの 生 成 と鰓.

(81).

Mu【PllyM・&JoLrotooH∴ 重 水 素 核 φ え ピ ン(95)・

JlargeuauHゆ.霞 雜 中 性 于(107).

GlocklcrG"輕 元 素 の 推 定 電 子 親 和 力(m)・

Niclsc【11.L,7オ ル ム ア ル デ ヒ.Fの 赤 外 吸 收nnグ ト

ル(117)・

FlanaenI.,C(,三 の ラ マ ン λ ペ ク トル の 強 度 測 定 〔122),

NikonE・k.・^%tン の ラ マ シ及 び 赤 外 ス ペ ク トル

の 部 分 的 解 繹(i4e).

.llughesA.LsIlergcnrothcrR,C.、 原 子 内 電 子1二.

よ る電 子 の 散 亂(180)・

LibbyW・.F・ ・ ネ オ ヂ ム と サ マ リ ウ ム.の 放 射 能{{(IJ6).

CramS・W・ ・Cd蒸 氣 の 分 子 ス ペ ク.ト ル(205) .

VldenlmgO・ ・ 分 子 の 變 則 廻 幡(210).』

¥dclA・ ・ 三 粒 于 系 の 振 勸 同 位 元 素 効 果(8 ,31).

.Pn[onR.1㌦ 高xネ.ル ギ ー α 粒 子 の 衝 突 に よ るL'及

rよ りの プ ロ ト ン放 出(229).

RallardS.s.,(iilun】biumの 核xeン(2s3).

GlocklaG・&]lnrrellC・ ・ ア セ.チ レ ンの 基 水f孅

(ssa).

NIτd飢eck6、 ・.中 性 『ド衝 突 とi悔 ヒゴ1華のa.線 理 オ島(tad)ド

i釦凱i腫yC.λ.S¥1clCcllacA.,L1α 跚.deulorい 艦aβet▽kne

の 赤外 吸 收 ス ペ ク トル寓 眞(23ti).

RitkcF・F・,HgH分 于 の變興1廼 椿.(33ti).

q'olkH.:.&Uhlenhe.kG,E:,Fenniの 理 論 に.よ

る プ ロ トンヌ,は中 性 子 の 自然 牙 解(23の.

EastmanE・D・ 彡核 よ り中性 于 及 び6粒 子 の分 離 二.ネ

N一 と放 射能 元 素 以 下 のn安 定 度(238).

4Fu.k・ 、㌔ 斗重 鎚 され たH・ の ニ ネ 騨 一駿 態

(235り ・

Gr`>85CA・V・ 産AgruerU.,獣 ミ召}テ姦素 の 化 學 と1侮 ゆi

の 量 見(2系1)・

Gingrich¥.・s・&騨 町 切B・E・.毯 たo密 崖 に於 け る.

流 難 のX覦 折 模 構…の解 龝(gas)尸.,

o

●
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BogneiT・W.&3101tsmi[hI,..ムL,v粒 于 に よ るF、

B濠 ぴ 陣 よhの 中 性 子 のzネ ル ギ ー ス ベ ク トル(?58).

恥omi尹F・W・&Arvin、1・Javaxの 帶 ス'{ク トル

(288).

1ρ 皿1言δ..恥.Wr醜1～uschP.,C59の 帶 ス ・〈ク.ト ル 〔292).

Parker. .a・E・lBaC且.の 趣 λ ぺ
.ク トル(301)・

Salant-6.Q.&匪 く茸【㎏t廊kD,E..HFの 振 動 廻 轄 椿

(818),

F.ckart.C・,多 原 子 分 子 の 迦 助 ≠ ネ ル ギ ー(383).

DuBendackαS.&OwedJ.5.;水 銀 共 唱 輻 射 の}』
,

CO丿aN21こ よ る 量宥光(417)・

Rartletl..∫ 。TL,核 内 の 陰 プ ロ ト ン(4:6').

HacuwellG.PりS町thtt.1).&UrrvN'.P・,Hこ1・ の

精 埀睾と 分 光 學 的 證 査{!37).

LivingstonM・&&¥ScllillanE.・ 放 射 能 性 酸 素 の 主

成.(aas)・

IWnnerL.仙,水 蒸 氣 め 撮 動 ス ペ ク トル(458).

Ta一]ouW囗 ・・(≧ 凡 の 鹽 素 誘 導 髄 の 赤 孫 ス ペ ク トル

(465)・.

1乱"deA.,核 磁 氣 能 崋 と そ の 起 因(v了)・

R'igcerE.&SeiUF・ ・ 金 屬 テ ト リ ウ ム の 箒 遣 に 耽 て

〔匸1〕..(509>

PollardE.&F.atoa:W.ｫ..核 破 履1;於 け るUeuhm

放 出 の 檢 出 に 爨 す る 試 み(52S)・

PriceC・lti.,緬 紫 外 に 於 け る フ オ ル ム ア ル デ ヒ ド と シ

千 ン化 水 素 の 吸 取 ス ペ ク.ト ル(52!1)・

Kaplsn∫ ・,N2め 楽死帶 系`534}。

{310配eτ 賦cD頗5H.M・,重 ア セ チ レ ン(C2Dり の

アfiチ レ ン 結 合 の 振 動 數(ali)・

o

Cr655丑1・C"10,0nn.Aに 於 け る.新振動 廻 構健 よ5H2S

の 構諠(486)・

臨 寧qc艇
.CraneH.1い 粒 于 鯲 け る腿

.
Kudas1.L.液 態 の 同 厘(560-3)。

M・ 脚d・.J;,.同 位 元 瓢 窘 方法 及 び 線(u8i-821).

Schae&rsI{・&Sヒark.∫., .原 干 線 研 究 に 於 τ ア ル カ リ

鳳 于 に 對 寸 る 電 場 の 影 響(8`LS-7).

.BewiloguaL.&DixilK.R..陽 電 子 に蟄1す る 寫 眞 的

研 多じ(699-702),

】PrOC.1敷}y。.800`〔A〕.146(1839)・

T3e[h.EI.δ 乙Ae[QerW・,高 速 度 粒 子 の 阻 止 と陽 電 子 の

創 成(B3).

U}副 丿・・Chrys㎝eの 構 逵 とX緩 分 析 て140).

■anKshvlLG・ α ・ 電 子 衝 突 に よ る帶 系 の 勵 墨(166)・'

'1'ulnneAyi
.,ア ン チ モ.ン 同 位 元 素 の 核 ス ピ ン と 磁 氣 能

李(182)・

E臣sc.D.産Hendervmw.J.,人 工 的 放 身樵 性1206,

'Gamox.G
.i放 射 能 元 素 の 核 λ ピ ン(217).

.
PeunepW・c.,ペ ン¥ン 核 及 そ の 化 合 物 の 安 定 度 の

理 箇(鸚)・

LorclRayleig6,水 銀 螢 光 の 略 黒 間 隙(Y7E)・

heieriait.ゐDiscの .陽電 予 理 験1二 於 け る 黄 空(920).

Ro6ertsnn工M・ ・1.〕i6enzclの 結 驫 樽 造 のX線 分 析

〔1〕(弼7)・

FemiE.・NnaldiL.・ ・fJ'Ayostina《 レ自・IZahettiF識

Segre它 ・,ll】性 于 衝 撃 に よ る 人 工 的 放 射 能(483),

Sow.Phys.5(IS34):

w鰍rE・ ・金 風 簿 摸 龜二於 け る光 電 子 の 逾 度 分 布(645}・

BarbaummeA'.j..SchutakI1.7_SZietscbinskpA.

1 F.,Cupxil績 鼠 に於 け る.光効 果 に就 τ(666)・

iandauL・ 發光 に よ る高 蓮 電 干 制動 理iに 飢 て(761},'

¥eujminx.,7701蒸 無 の吸 收xベ ク トル に於 け る臓

腕 帶 系 に麓.τ(68〔1)・

Ko㎜ 邸A.&Obokh副W,.Al結 晶の 多重 ラ ウ.二庵 點 噛

状 無 の睡 査(53ひ

CoatcsW..〉,.,高 速 度水 銀 イ才 ン」二よ るX線 の生 成

1)・

MuUi翆 即R・s呼 ノ丶ロ ケ'ン分.fと その スベ ク.トル,∫ ・J

徴 式 綣 合 ・ 分 子電 離 電 位(54n)・

KtadDbr・,CDの{th.pm・b餌 』 の廻 轉 及 び 搬動 構

逍.φ71)・

犀臣pkm.Jり 「窒 棄 の帶..xペ ク ト.丿レ(63.り ・

Phyazk・.2・35(1839>

G年m岬9.,β 扇 壌 理 諭 の 命 日の 立 揚(5:33-42)・1

1:mar.L,,

.

.

(635)・

HarigG.・ 飆 唹 け る 伽 化(63i)・

lioimaaS.u.RntknwK;弗 化 タ リ ゥ ム 蒸 氣 の 吸z

ペ ク トル(765)・
.

Traus.Farad.Soo.,50(1934)・

Sidgwiekr.V・ ・ 府 機 のN.ideの 構 造(80】)・

Z。 日norg.Chem,,218(.1934).

lleiaelK・ ・.FeP.の 締 畆 構 逍(360> .

z.8ロo=9・ ..Chem.21 .9(1939)・

ilfeiselKり.(巡 の 絡 子 恒 鼓 に 就 τ.(1 .4り ・

Z.Elektroahem.,40(is34).

高温 度1ξ於 け るC馳 のX.線 的研 究 ぐ55】一7)一Fircl:ck:a・=Ackumann』r:,.活 性濾 化 蛍 の熱 累 位 と轄.
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干 構 造(630>・

Z,P.iyeik,B9(1934).

M"i睦r・Leibn臣H.u.Sp㎝erIL.丶 分 子 の 最 低 勵 靼 電

位(431).

テ1【.rzb:rgG.u.SpinlsJ・W・T・ ・IIClの1.13pに 於

け る第 二 上 振動 の 高 分散 度 の 窩 眞(a;a)・

YeugrbauerTh,U.CombasP..KCIの 楕 子 恒 數 の 計

算(aso)・

itollaG.臣x｢Hア ル コー ル の ラマ ンス ベ クhル に 就

τ(513)・,

LilJF.,銅 のX糠 団 的 徽 細 構 造 の 研 究(537).

Momc冥e、 器㎞M・ ・共 喝 瓢射 の級 測 方 向 に よ る'Hg25$7

線 の形.の蠻 化(546).

GamowG.;原 于核 の纏 驗 的 安 定 度 の 限 界(592冫

分 光 光 度 翫 的 研 究.(62)・

玖.ph∫ 再辱。Chem.,〔B〕,26(1934)・

lEl,。n、 ・1.C,,ラ 。 。効m。 研 究 〔・xxv)・ 二三 の
I

Acetyl及ACct,,nit「il牝 合 物 の ラ マ ン ス ペ ク トル 〔288
.)'

EvckenA・u・AhrensH"SF6の 正 撮 撮 動(207)・

9・tias.一nianri帆,HalmのEmanicr皿elhOdeに.俵 る結 晶

　

鹽の表面猛の大さ及び格于の變化の研究(3i3)・

1。幽 払_。,。 飆 噛 。靤 。。,

隔 。SE、唹 け紛 肭 耡.就 τ(・6・>
lGoV. .uKratkyO"Cho]ein酸 のX懐 的 研 死(■39)・

に 蔵 τ(660).

Z.Ph;elk90(1934).

F'inkeluburg.W・ ・ 【D司一 ス ベ ク ト ル の 解 釋.と 多 原 子 分 舶.

分7のfflisに 就 て(1)・

lockJ・ ・M匡oの 赤 外 λ ベ ク トル(蝦)・

Fark儡1..uT.evpS..、 、iti分 干 のpfd:ssozia[ionぜ

る 線 の 張 度 分 布 と 譲 輛 の 測 定 〔lI〕(70)・

'frumpyB
・・ ラ マ ン効 果 と分 子 構 造 〔VII〕(71)・

Olssone.,5c.の ㌍ ス ペ ク ト ル(.】.38)・

RuppE..磁 場 に 於 け る 電 子 のPolarisation(1fiG)・

Heisenh¢ 聖W"Diτacの 麟 電 子 理 論 に 射 す る意 見(4U9).

AllchannwA.Lu.K{埓 面aewきLS"放 射 能 性 源 よ り

隅 電 子 の 放 出(249)・

K[ld巾 醒zew轟W・ ・ レ ン トゲ ン線 を 醤 て た る食 靆 結 晶 の

紫 外 線 螢 光 に 就 て(4R7)・

Tartakowsky脹 綣 」昂 二於 け る光 電 的 簿 導 と 電 子 エ ネ

ル ギ ー7k準(504)・

1:naaerF.・ 無 慍 中 に 於 け る分 于 綟 散 徽 に就 て(u〕.

(659)・

.BollaGrエ チ ル ァ ル コ ー ル の ラ マ ン ス ベ ク トル に 於 .

け る 新 振 動 數(GO7)・

RaaLR..樋 々の 状 態 に 於 げ るNaMl3の ラ マ ン 振 動

數.(66U)・ ・

Itao工.k.1.】2〔1の ラ マ ン バ ン ドの 構 造 及 び 分 榛(φ58).

OnneeG・u.:5dmintlweixterJ・ 鹽.Smの 放 射 能 性.に 就 て

(case.

Z.physik.Chel71.(A).一170(1834}

5[ncu..G・..n・M鴫rgulesci聰 」・G・1鹽 化 コ.〆 ル ト
.牢 溶 菠 の

1化 學熱プ]w,A,熱化墨 及oIl

Ann.Phyeik.,20(ts34).

一 一 鞭 可+m1'EE:・・… 騨 ・・1鶚 斑f認 欝 欝 興'..(Esc).

∫6S'efP..有 機 化 合 物 の 構 造 と 分 干熔 融 熟 との開 係.

]くiロgspannungの 影 響.(】303)・

ほ
Oり血pt●tien引 麿,199(.1954)・

.NllaTdG...區 別 し得 られn粒 子 に 慮 用.され る統 翫へ の

一 般 法.(342)・

Pa醐UeA・dc・ 燐 酸 ア ム モ`ウ 」・の 熱 化 學(・117冫

Al14Tφ.G,,・ 區 別 し得 られfa粒 于群 に應 用 され る統 計 の

一 般 法(451) ・

Hel7.,畳7(19S4).

TeJebesiL.,A1及 ア ル ミ昌 ウム.一酸 化 梅 石 墨 ・酸 素

及COの 熟 力學 的 幽 數.(804).

1'crebesi.L.,石 墨 の 零 度 エ ン トロピ ー に封 す る 問題

(819)・

Tlじ3dwellW.1)。u.HarLnagcl,」 。,、㎏り の 生 戒sネ ル

ギ ー及MgOのCに よ る邇元.(1372),

J.A皿,Che皿.Soc.,56(■954).

c3畜監fillanJr・E・s&BenlH・EりGa巾 に溶 解 され た

Na及Kの 活動 濃 度(1661).

TippettsE・A・&!e"'towR・1,'"電 動 力 測 定 に よ.る

BaCit灣 液 の熱 力 學(1675〕 ・

㌻卵i≒.q・N・M.【 恥 。・J・・w・T・,圃 醍 及 液 瞼 霞水 素

.嚥 氣 壓 及 昇鞦 ・ 蠏 然 及 黻 熱 ・(.]'6S7).

R。い囗SDrp良・A・&stnc[alrP・.八 ・・ 水溶 液 に於 け.る.鹽

.化.アル カ リ.及沃 化.リチ ウ ムの蒸 魚壓 測,ヒ に伎 る作 川

係 鍛(1・wao)・
.1く瞬 廴L

・.S・・茸ρ 及CC.)の 熟 力 學 酬 鼓;く18:B),
.」

嘆・9bem・?hys6,..2(i%4)・

o
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Scott尽,B.,BτickweddcF,G.}UreyH,CL&¥Vah]

.r.H..H.とn.の 燕 氣 爨:と誘 導 せ られ た る二 三

の熟 的性 質(454)・

¥laier.・C..G・.&AndersonC・.T.結 晶 に加 へ られ た仕

事 ⑳ エ.ネル ギ ー の配 鐙(S13).

Oordon .aR"高 温 に 於 け.る水 蒸 氣 の熱 力學 的性 質

(549)・

恥 海G6:S,,.騒nderL∫.龍Cat[oicF.R"爾 子 の研

究 α 〕 碗 于 状 及6.CrystallineGluuscの 二 三 の熱

力 學 的 開 係(b95)・

Witmer.E,E・ ・llandのo③ に屬 す る多重 正 規 電

子 状 態 の分 子 よ.hな る二 原 芋牙 子 五 斯 の 熱 力學 的函

數(6星8>

Lewis.B.&oon$lbe(葦.,虱 斯 燦 麥の ・pfler6mi■血B一,

の 筒 庭藍に就 τ(859')・

IRN'tilt..&覧 ㎝E匿 ㎞G.,密 盟 器 内 の爆 蟹 に τ生 じた7

.る梗 大 壓 に 對 .す.る温 度分 布 の 不均 一性 の 影 響(665)・

RｫlrbnshW.H.,勲 力 學 第 三 法 則.(668)・

Sxansnn.JrC・ 、九 種 類 の 液 職 有機 物 中の 音 櫻 速 皮 の1墜

力 係 鬟彙.(689)・

HaefozdJ・0・,多fir,子 分 子.の 手 ン ト卩 ピー(esa)・

S¢曲亡R.pennutntiりndcgooe呵 を含 む 問 筮の 解(89i)・

Joh鎚onlLL.&LangE.A.,.筒 軍 な る五 斯 の熟 容 量

曲粮.;〔11〕 補 正(7】0)・

一M
onatsh.Chem.,690934).

Patal.:r'....u.IlncLI.1,熱 狗 数1直 よ り...lle囗mn核 の ス ピ

ぞ友栽 計 力 學 の決 定 に就 τ.(229)・

Natnie,i34(1934).

UnmanF.G.&Guggenheim1二 志,生 命 の 活 動性 と

熱 力 學 第 二 法 則(265)・
'1}
anpnznikowaO,ド ・&Sl1ubnikow:御W・1(:urie.髄

に.於 け る・Fし(,,の 比 熱 に.於け る.反則 性(:178).

.N瞬 噸 ・
,22'(昌934)・

.D
ochlemannE・u・.L隅9邑E・. .uむ恥1an9㎝1'Lv・ ・ 重 水.

め轟 釋熱.φ26)・

Jtotし.鵬F・u・Ma鯉yH・S・.耳 子 銜 突 の 理 詮(527)・

youardeuneN.,デ シ メー ト.ル波 發 生 に於 け る¥laxacll

準 度兮 醜 の 影 響(bbl)・

Phil・ 晦 賢1陀18(1934)・
.'

hastybf..e1.,懸 に鰍 軽 霹 臓 り稀 黻 の 鰍

に勘 研 腓 囃 覗 ゆ9
.
Phy§.,Rev.,.賂(19跡

Phyeik.Z..35(isaa).

Ge6rUん ・ 熱 電 干 放 出 の続at(692)・

Zを.anorg.Chem.,218(1939)・

1;eumulm1:・II:rvegerC・UiKunzH・,窯 化 物 の 生成 熱

〔V〕 二 三 の金 屬 及 金 屬 窒 化 物 の燃 煙 熱(379).」

.Z.anor`・Che皿., .2置9(:且934>

.JumK・ ・ 系 統=均現 和 力理 鎗 に就 τ 〔61〕 山 の礒 化 物

に就 τ(1'19〕 ・

Z.Elaktroche皿., .40(19'4).

跼 艶IL.綜 娩 ・ 分・光 物理 學 と熟 力 畢.分 尭 學的 皴 値

よh白 由 鉢 ル ギ ー エ ン ト・ ピー 塊 勲 孕李 衛 の

計 算 と箪 三 法則 の 適 法性(662}・

.FrnMA1:1.H.[r.BankII.ア ル カ リ土 類 に.於.ける

SigtCVgtC=)匹 ヒn〔C箪)3系 の 轗 移 に 對 寸 る熱 琵學

。 的 數 直(cna) .

2.Phpeik.,soQsa2).

Jacym、v.,Ilerewjanl:inS・ ¶Obn町 呂kyA・ 乢1'asfi…【itjew

T..状 態 労 程 式 の 熱 力 學 的 哩綸 に就 て(a;u・

勘13w軸 削`-㍉ 状 態 方 程 式 のPLk3i二 就 τ(355),

2:ph38ik6Che!ロ 。 〔Aゴ,且7砂(1939)・

pl｢IE,[ミdlichO..Ll.HerschP、,氷 鮎 測 定.〔ll】 〕 活

動 係 敏 と沃 聚 酸 の 解 譲(irz).

RuthW,A.4RichterH..HC[の 生 成 熱 と そ の 稀 薄

榊 液(黝

性 質 論

Luzier'R':、¥'.,LOの 臓 熱 とQの 電 子 親 和 力(?GS).1

砧度.表 面張力,旋 光度,分 干曲折,

磁魚的性質,透 電恒數,双 枢干能章,
'分 子容

,分 于量及原子量等

Ann.Phpsik,20(1934)

A楓 ぴN'u.]Laeaskv&・ 鐵 単 一 艢dfiの 可 塑性 變 彫 の

機 博 に就 τ(11;り.

Train.M,.凵.Holieiliiig.R.,混 合 気 懺 の 粘 性,熱 鱒

.及損 散 〔XXV〕,Xc及 び そのH基 及 びHζ とめ混

含 鞠 の 内 部 躍 擦(118)・

Traata¥1.・ ・H・邸 。i・il.・飴 継 の楯性 ・熱 鱒 及

擯 散 〔¥Vl〕 ・ プPピ レ.ン及 ブチ レ ン及 その.耳e及

H.と の 湛 倉・物 め 内 部 摩 捺 く】21冫・

T+autz¥Lu.P.・fR,混 合 氣 齣 帖 性,熟 傳 導 ゑ 擴 散

⊂XXV【1〕 。 難 素 及沃 化 水 素 の 内部 峰 擬(127>

T}拙 凱 犠「Freytagん ・一温倉 無 憾 ¢粘 惚 熱 傳 導 牽

撰 散 〔xx411}・7c』¥O及o(コ.の 内部 摩 擦

.一(文.ヅ 越 集)一一

1一.
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,.文. 献 」

へ「一… 畠一　 、一.㎝'～'.剛 一.

集. 一 へ
A7

3¥0十 し1日=.2NOq;; .る反 應 中.の氣 悁直廼薦擦(i:娼)、

T・漁¥G,齢 氣 齣 雛 三,:熱 傳 導 表 擴 撒 〔¥IX〕 ..

臨界 寥 漬 の新 測 定 法 及び 無 確 砧性 と蒸 氣SUN('㌦

賑.に 對 して 取 り.たる冫 とめ 閼 係Asia)・

Henningir.F.1㍉.高 速 電 氣垂麟動.に 依 る二 三 の 稀 引蔭電 解

質 溶 液 め 電 媒常 數 測 定.(}:,).

1～eddビτ腿 加 .ユ=[・・'Bi單 晶 の磁 場 に 於 け る熱 及電 氣 傳 導. .

度 の 變 牝(441)・

Ber.Dtaeh,eham.Qee.,s7(iga4).

Lej.H;LI...L7iP);inG}1.,發 色團 の 相互 影響.:$tilben及

類 似の 系(1331)・

K・its・h・n7;・R・迥 雛 の 湖IJに'xkて 〔x〕
.(1鵬)・.

W｢mrr,:.u.HansM.,透 電 恒 數 測 定 に依 る兩性 イ牙

ンの形 を求 め る問 題 に就 て(lu?6).

.Neuhansa ・,結 晶 せ る有 機 化 合 物 の分 子 屈 折 及構 造 の ・

.閻題

に對 す る その 使 用.(1621}・

Compt,rend.,199(1934).

c;.,ta・tA..・・L聴k・ ユa.A・,混 合 物 の 磁氣 重 屈.折 め 濃 度i

.變牝b混 金物 が 臨界 點 を示 す 場 含(271) ・

.M"thieu∫ ・一P"數 種 の コバ ル トア ム ミ ンの 光 學 的 活 性

と溶 解 度 《278)・

110i町:,.・.童 合 體 の滲 透性 .('28A).「

.BuuckardIo .濃度の幽教なる或種有色物質濬液の.埜光

能力の.減少 に對する結度の影響(460>

Helv.,17(19341

M賦[匿・・A・ドz一 テ ル様 汕 の 表 磁 力(掖 物 に於 け ひ1蝋 ・・nc .J

一 テ ル樣 汕 の 生 成 の 問題 に對 す る寄 異)(113:1) .

S・hxa・・enb・cl・G・u.Eglill:・ 置 換 墓 が 有 離 の亘鮠

度 に貞P何 な る影響 を」及Faす や?自 〕(1183).

.M葭n・・.a..7一 ルア 璽.トア'・ヂ ヒ ドの 御 ジル ア ル

コ、 ル溶 液 の性 質 ア ル デ.ヒ ドの ア ル2一 ル溶 液 の構

遽 に就 て(ユ?3]).

珮 ・Eロ 島 ℃ たem.,2ε.(19ζ4玉
.
(;・flla.H.ctXxterTr.P・i'.・ .蜘 脂 灘 駆 テ ・・

の枯 度(881).

Sherrvoa] .肌.K=・.良ViuilalK「 且R・ ・コ撕 膜 を通.し.て蒸

氣 の擴 散(LD!3uj.

J・.鋤L・Che血 ・.S。C.,58.〈:1834)・

・Str・1眺.E: .&.Smy"・C・P.,移 動 住 双 拯 子を 含 む 分

子の能李に對する灘 彫 響(use;)l

Allarzl.F..聴1』.iVenzke`H:Ti.・.OK基 を含織 ゆ

分于屈折攀及倉合(1693)9

二三 の 置換 メタ ンの 取 極 子 能李(tcn;)」

L"abroffD.L・ ・6mochG.L一'fh, .lBei[manli.;硼 酸 .

:の二 三 の炭h水 素誘 導 體 の 相互 的 強 度 〈i850)・

J.Che皿.Soc.,(193A).・

P・・…nT.C.SR。bi・sunY...,揮 發性 永素 働 ・.

.〔.1〕・決 定 せ.る物 理 的 性 質 の 訂正 及 稲 正 に役 立つ 邇 期

性;rti〕 ・ 羅 對 零 度 に 於 け るmotet▽dhhn壱 及 が 牝 、

合 物 の 電氣 的.構造 及 性 質(i38')・

.s-erhellL.T.,.水 アrv=一 ・噛 濠 に:即 る一 偉 フ.

エ ノー ル の相 對 的 張 度.(9UG>.

Rri｢onH.T.s・YJack朕)1匸P.:弱 馨 をAt1錯 肇 生成

の 物 哩 牝 學 的 研究 〔III〕・ 酒石 酸 溶 潅,.中 載1;於 り.

る酒 石 酸 及 酒 石 酸 中性 鹽 の 旋 光 度 並 び にV'aClの 影

.響(998}.

/.;roverL・G・&Suedeo5.,.蒸 氣 の 双 拯子 能 牽 〔P

(ユ09g)・

Glassk{・.a.&¥tadgin .W・M・ ・ 電 解 質7k溶 液 の 精 廉

〔1〕・25。 一40。 問 のa,50q溶 液(1124)・

{tiol(endenJ.H.&Contents、 ㌦.P.,蜘 歸 質 藩 液 の

糊 龜(1144)・

Jp..Chem、Phys2,2(1%の ・

.Smyth.C ・P・&ふIcA藍pi口eK・B・,♂ 丶nゲ ンイ匕.メチ幽Rレ及

ii=gル の 双 捶 子 能 李(49A).

.qn瀚9ヒr.L ・&SamarasN・N・.TL,IJeFve-Hutkel電 解.

質 の 表 面 張 力(528)'

&q'enzkeH・H∴ 脂 肪 醸 ②電 氣 薩 攀
.騨

(541i).

SLη頭C勲&Mc趣 加ek・ 瓦 無 燧 肝 の 分 極 の 不

饗 督E(571♪.

W鯲 ・ 亅・L.,Scl・ ・【1・.r.,c..tivirhely¥1'・J.,無 権{容

媒 に 封 す るB甲h鰍 ア1の 溶 解 度(5JO)...

皿onat§hChem.,84(193q)」. ...

Iiailatl.,・R.6ire6gerV.,中 性 鹽 及 び べ.'ー ゾ フ
.S..!..v

を 濂 厭 添 加 せ ざ 碍 働 ≠ チ ル ア ㌍ 一.噸 麟

に於 け るSス テ ル化 の蓮 度 と粘 度 の 測 定(191).

Natuxe.,134(1934).

∫…usK.SShurJ:,ペ ン ゼ'J…集氣 の磁 氣 住(101)・
.CutLixnson .C ・,氣 體 重 水の 屈 折 攀(21の 。

r.,。..s・r,.,s・ の 磁性(2s8)・

T'airhrntLer..Fり.溶 液 に於 け.る.双拯 子 能 苳髯の測 定(X59),

恥 加 癖ss。22(193の ・

1」～畔b6げ ・・金 屬 の 可湿 性 變 形1モ對 す る.研究(55ひ)r

一.Smp・・.戯 鴫 ・・Alpine:ai..瓦C・,・い{C・ 尠i.瓢.恥 象,.,・(鯔 》

.一(業.鶴 薙)一

.'..
「
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.物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na..4(1934))

98. .丈 献
・ 押',君 一_,一

Jones【}.r.cEYanceF..∫,,ズ ペ ク トルの 紫 外 部 に 於

け る 有機 液 艘 の磁 氣 一 光 學 的 分 散 〔m〕.normal

buhl.a,Xlate,購 山yhce雌e及 .ethylacetateの 磁

氣 一光 學 的 分散(386)・

Phys・ 正tev.,46(1934>

Ro・・W・1.t.,C・ に於 け.る.一:の 稀 薄 固 容 雌 の温 脚.:

依:る受 磁 凖 の變 化(dG),

LandcA・&InglisD・R・ ・中 性 子 の 磁 無 能 攀(76>

W田i姻51:。u.,稀 土 類 鹽 の磁 氣 的 性 質(133).

Sh皇hJ.w..ド 嶋一 伽 畢 一 結 晶 の 磁 性(139)・

RabiI.1、,1:elliry;」,ar.B,&Zachaiia+丿7R.,プ ロ ト

ンめ 磁 氣 能 牽(】57)・

xan十1.=.:1,,6elingI・M・B・s. .73chariasJ・R・,デ 奚

rト ン{わ磋毳氣 能 苳暮』(763).

3go贈H・.A,・ 液neの 磁 氣 馥 屈 折(187).

Vigness.豆.囗 ツ シエ ル鹽 の逆 ピYゾ 電 氣 的 性 質(256)・

M亀llamaS.,FbyM.&Rah.LLpK蹲 核 の ス ビ ン及

び 磁 氣 能 傘(320)・
'Phpsik

..2:,35(1934)・

Kmuse.1〈 ・,第 一 ア ル コー ルJ)超 短 波 嶺 域 に於 け る變

.即 嘩 噸【ゑ 分 散(aea)・

PIOC.Roy.Eoe,(A),146(1834).

DarvrinC.G.ionixeAm唇diロ 皿 の 屈 折 掌(1了>

Aston髭W・ ・ 稀 土 敷 元 素 の 同 位 元 葉 的 組 成 と原 子 量

(46}

.Allsogp..C・.v・ ・ 右 機 化 合 物 の 屈 折 分 散 〔V〕 チ ク ロヘ

キ サ.ン.の酸 素化 誘 導 短,ICeueler・Hdmhnliz

適 法 性(sou).

SOσr.P占 工y8.,5(旦934:>

S.:6ugajewW"高IR?i二 於 け る 水 蒸 氣 の 帖 性(654).

式 の 葬

SchigmtlnA.・.SiJelniq。vS.,壓 畢 る物 質 の辮 方

性 に.就τ(719)・

Tra;:B:Far.500,;30(1934).

Debt'.Pガ 有 梯 性 分 子 を有 牽 る 透 葷 睦 に於 け る ニ ネ ル

ギ魯 嚇(R79)・

Bre[3cberR,イxン 綣 晶 の 透 電恒 販 の 温 度 に よ る變

化(689)・

1ミrrera
.∫・龍Sad～}L・Mg、 及Yζ.P量a[io∩ryanide結 晶

嘩 騨 鰍 固臓喚 け.畛子轡 の可能性(687>
v釦;
.Arkal.A.,;...双 穐 子 熊 肇 と.凝集.(Ggti)・.

:v `、d:cl..A.E.&.s■`cex.J」L.p.双 櫓 性 物 質 の 瀘」享溶.

.潅の透 電性(707)・

WilliamsJ・W・,双 極 理論 及 分 子 の 大 きさ(7繋)・

5刋

へ一 一"一

van・rN.IL・ 双 傾 磯 勅 灘 」・俵 る影 響(勘 …

5u堊【蓋e【■s吟 原 「F分飼隆(了3{).

」【nkin、1』し`}・Ψ温 度溶 解 法 昂 原 子 分 拯(739},

$mythC.p.,双 桐匙子 のInductionE冂 ヒCLと 面..々G,

Bondの 能 攀(丁 漉),

MartinA・R・1液 體 の分 極 性 及曾 合(ib9)・

(;illarrll㌧・純 粹 液 體 に於 け る双 榧 于曾 合(763).

RoJebusLW・IL・ 極 子能 拳 と イオ ン縞 合(778)・

Sut陣nLE・ ・電 煮 的 双極 子 能掌 及 分 子 内共 鳴(i8il)・

Za6nG1㌔ 有 機 分 子 の:自由廻 幕 及 電 氣 能 李(804)・

■ 尤㎜aτd・」画mc.J・E・&PikcH・H・M・ ・ 双樺 子能 率 測

定 に依 蚤分 子 内 力 の 決 牢(83の ・

]Semen`」 ハL・02.及SG冫ca正envynnglc(&ii)・

Fairbiotbcc.1%,溶 液 内 に於 け るHalnGenHydridesの

翠 極 子 能 拳(862)・

iiiil⊥.チ ク・ ヘ キ$i誘 導 腫 の電 氣的 能 李 測 定結

.果及x線 纈 轟學 的 研 究 .よ り導 か れ た 結 筥 とφ 開 係

(Sid).

1.【田111脚c・c・H9の 立 盤{ヒ學 及H砕c織 宣φ能 峯

(s77).

ShuttW.∫,,Alubuntid遷 液 の透 電容 鼠(89醤)・卩
Penner、V.G.&SnlheriaalG.B.B.き1..x.⑪g及

!{a1の 橋 造 に 蕊 て,持 に 電 叙 能 李 及ra由 廻 磚 に 就

T(8!iS).

lSidgwi¢kN.、.「..附 簸;透 電 恒 数 炎(9u5)・

IZ.anorg。Che亅n.,2.18(1934)・

Chimoagul;.u.Chimnaaa}..、.種 々 の 潰 媒 に 於 け る 沃

度 溶 液 の 色 及 佳 質(野3).

F+ankeWりHeir]K.0.」 蝋R.,系 続 的 視 和 力 壜 論 に

就T〔LX〕3F'eに 對 す るPの 親 和 力 に 就 て(3i6).

A>muaxnR.、 、㌦, .6一 及 β 一}'e(II)一.tetrpyridin

:dirhodanide〔1〕 ・ 朝駐氣s3性 質(425)・

Z.anorg,Ohem.,219(.1954)・

Hulnma■Ln〔,一LBihz"尸..二 三 化 合 物 の 熟 膨 腺 友 ぴ

Gueロcinen法 則 に 俵 .る そ.の 評 倶(357).

・Z
●Ele』tr6chem.,40(量954)・ 亀

}1eyerK.H・ 闃・】LIarkH・ ・H・St"udinger氏(71q,に 『`粘

性 の 法 員ザ に 就rじ(聡S).
.

z.Phyeik.,89(至939冫 甑

「-1却lahl璽nr.S.S・,Nb、 ・9ζ革9it:..乢K』"nna』 算・.z_,温 度

と反 磁 性U〕 ・.』 三 芳 香 族 摧 盤 の 受 磁 攀.(soak,

Z;Pngaik.90(1934)

..AsianG・u・ β量恥0"混 合 氣 盤 に 於 け る熱 擬 散 の 研 究

.

コ
ー(文 蘇.』
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物 理 化 学 の 進 歩Vol、8Na.4(1934))

L

丈 献. :集 一 「…
99.

～ … 一 　う、}..一'{….

(1'1).

CnnwrighlC.1■.賜.Gemv.、L。 長 波 長 赤 タト1二於 セテ.る..

aC旦 及 びKCIの 分 散 測 定 〔U〕(567)・

Z.physik.Chem.(B),26(1934).

kaAttlescu.D融 」.JulaO,.隙 殿;有 磯 化 倉 物 に 於4joア

ミ7窒 素 の 槿 性 の 差 異 決 定 に 就 て(3卩0)・唾
CO皿pt,re皿 己・,199(豊934)。

(:uillermetR.・'/.nCl.,cacyのC叫QH溶 液 の 電 解

(期)・

F匡eurvP.,光 竃 池 電 流 の入 射 光 束 に よ る變 化 の正 確 な

る研 究 の 爲 の 一 改 頁 法(195)・

C呪痴mbierL.,¥iの 竃解 駆(273)・

ColmnbicrL..

T(4(18)..

liiAennanJ・ 亅・,ボ テ ン シ ヤ ル生成 の 蓮 さ1=ART(gas)・

1:nrpen..電 無 分 解 な い 二電 解 質 へ の 電 流 の流 通

(480)・

.HeL7 ・,虱6(■939)・

NichterF.u。SimonC"11cxahvdm-Yhtalsiure・myna・

methylcatcrの 電 解(1別s)・

F4htcrr.驅.¥¥'illil:.,芳 香 族 ハ イ ド ラヂ ン化 合 物 の

電 鼠 化 學 的製 法(Laic).

J.Am.Chem..Soc.,56(1934>

IiolthnQI..,.&R〔nenLlumC..新 し く生 成 され た沈

澱 の熟 成 中 に 起 る構 造 變 化 〔11〕Pbイ ォ ンのP1疎 馬

徴 結 晶.中に 於 け る 自由 移動 性(issa>

FaouR.M.,電 解 貿 澪 液 の性 質 〔XI〕 鮮導 展の 暹 度 係

鼓(1857).

.～ `

.'Cli
cndomscn』LN.,光 窟效 果1謝 す る.偏尭 の 彰 響

(43㍑)・ ●

J.Chem.Soc.,(t934).

伽UeτA.V.&arm=lronGG.,水 棄 の電 解 的性 賀 〔1〕..

陽極 復 極 物 と して の 水 素{11〕P『竃 極 の 隠 極分 極 の 影

1響(7")・
l

IinnerG.E.v・&H・ 騒h・s17.,meth・xidca及dh・aides

の 傳導 度(iis7)・

IJ,Chem.Phye.,2(re34).

Io㎎ ・・L.弱 電 解 質1;於 け る か ムの 法 睡 狗 違

背.(599)・

.Nature
,134(1934)・

1鋤tesJ,E.&Taglo【E,G..無 永 シ ア シ化 水 素 中 に

於.け る.鹽類 の 電:無 痔 導 度(1.ate・

1光 電 毳 羣 懸 圃(332)・

画姓 度 」こよ.るNi蝿 解 働 變 化 蹴IN蜘 。N138. ,22(且934),
1

RleoG.S,,1{rau5C.A.&FuouR・M・ ・電 解質 溶液

の 性 質 〔X賦 〕aniso(eに 於 け る電 解 賛の 博 導 度 に蠶

,謹 髦窯 認o謡 脚_の 加水分

.tieeligcrit・ 躓 試 斯 故 霓 の 物 理 序 論(:rlu)・

Phys.Rev・,46(19'4)・

DcmP・1町A.恥 加 熱 陬 よbの イ 才 ン友 電 子 の:放 斟

(166)..

LiskaJ。w・ ・ 高 電 位 差 の 電 子 衝 突 に よ るu<及iis

め 電 騷 の 効 崋(】69)・

SmvthH.r⊃..@lllew亡 燵J.1㌧.電 子 衝 突 に よ るcs2.の

電 離(270)・

JewiuT.N・,フxル ム ア ル デ ヒ ド と メ タ ンの ハ.ロ ゲ

ン誘 導 體 と の イ 才 ン化 電 歴(u16)・

FLOC。 】Soy.Soe● 〔A'〕・146(1939)・

scan-U.R.3二Mea【5R.B.,電 私 化 學 的 見 地 よb見 た

る 塵 皇皇遽玉屋 〔【ll〕(153》 ・

.1縮 瓢9甑

甜 。腰 。、i.oka4
elementairl-angの 理 治(729).

GMdham・ …A,D.u.S齢kyX畆 透 聰1二 於 け

1品鷙 鸞 贈 業〔2岩艦 召碑
解 。'3501=於 け るreIH曽1.en.電 極 の標 準 覚歴 ・.re++t

I十Cl一=4eCl++の 弔 衡(1889)・

Lewix.e.N.&Schulz;1,ピ 、、㍉ 重 水 に 於 け る 二 三 の 溺

電 解 質 の 電 醗(101:3),

.S
1<lnn臨&.Meie【H.:1㍉ 簿 導 度 の 測 定 に 依 る.安 息 香

.齦 三 穂 の.1・ ・nc。・1・1・・ohenuiicacidの25dl謙 け

る 電 離 恒 厳(19亅.8).

J・ ..chim,phye・,31(1934》 ・

子(麗5)・

q・ldhammer志u.,岩 驩 緒 晶1二於 け る初 霜 無 簿 導度.と.
.

眞の 電 導 度(653)・.

Iiilasia1.li.sNoxkor}1.M.,QyOに 於 け る新 し き.

:光電 効 果 〔且〕(586),

FrenkelJ..牛 導骸 に 於 け.る1'1LuI璽職a即d㏄ ヒ9【rに即6Cし

.らD言愛明}二就 τ(097)G

SmiruovA.,原 子 の熱 振動 の 非 調 和 部分 の 金 贋 の 電 焦

周一(享1
、献 集)尋
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.抵抗{こ 對 す る影 響..(50!1) ・

TLalL9,F&Ta(1.SOC. ,30(1939).

Har【teyG・S・1輸 攀 の測 定 に封 す る新 方減 〔n該 方 法

.の理 論.(u4s') .
..D
r¢wE」&.Haτ ロeγじ」S.,.輸 琴旁の測 定 に對 す る新 方 法

〔II〕贇 絵(ti)・

CollieY,..&Hartlev〔.LS・,輸 寧 の 測 定 に對 す る新 方

法 〔1夏1〕GalancedRn巴Inda士y.Appaiat｢s(bDi)斷

Z?anorg.Chem.,219(1834).

Prytz:11.,鹽 化 錫 溶 濯 に於 け る電 壓 測 定(S9) ・

Z.Elektrochem.,ao(is3a)

A【lgelG.雪;電 解 酸 化 に.於け る 陽極.と して の 白金 の代 用

品 の 研究 の タ ・グ ス テ γ陽 極 に 就zの 研 究(6{1)..

GmMG!u.GmnenfelderJ .G.,.ア 亠モ.昌ア性 硫 酸 アム

モ ニ ア溶 液 を使 用 して幽燬燒 硫 亞 鉛 籏 よ うZnの 電 簿

生 成.(i;i).・

A聖elG.u.yLellquistH・,電 解 酸 化 に於 け る陽 極 とし

て の 白金 め 代 用 晶 の 研 究 亡1玉ゴ適 酸化 鉛 電 極 に就 τ

の 研究(7q挈)・

illiiller且Ll,prec6selH・ ・ 弗化 水 素 酸 を 含 む ク ロム酸

水 溶 液 よbの 電 解 的 ク ロ21鍍 金 に就 て(707).

IpatieR'V..SchichkinV・u.JurieiiS.,高 壓 の 下 に於

け.る電 解 〔1〕く713)・

ScLfcLl:inw・u・LmbkufJ・ 水 の電 解 に於 け .る.電壓 の

壓 力 に依 る影 響 の 理 論 的 根 擦 づ け.に蹴 で 〔1り(iｰ_4).

Z・Physik.,89(1939)・

.H-uckaF
., .光電 的 吸 收 の規 則 性 に 就 て 蘇97)・

M6・ ・bα 遵 酸 化 銅 電壓 の温 度 に'kFE(5iG;)一

Z,phyek.Chem.〔A〕,ｻa(1934).1

_4ngelG..灣 媒の幣庠 とイオンめ可動悔 との關係(SI)・

Z.physik;Chem.CB),Es(ls3q).

Iietelaar
:J.3.a.;AseHSJ,の 麟 鱒 度 鱒 固

蘰 に於 け う電 導 機.購の 問.題(32わ ・

ScMlaaHE.,自 金 の尭 電効 果 に對 す る 氣 骸 の影 響 に就 て

(413).画
化學挙衛・相律(状態囲)

溶濱論(蒸氣囈)等

q・mot. ..rend・,199・.(1934)・.

Bemu[¥L,HgCI.,KCユ と.#」チ ル.ア ル コ ー=ル 系.に 就 τ

(478).

lHelv.,苴.7(1954).

Il:瓢,謡誌驪 嬲爨驪 論　
EtienmeyerH

.・&Hinovker.M・.各 種 の.系.に 於 け る

HtlQとiletoの 分 配 に 就 で(9了0)・ ・

Ind・E皿9..Che血.,26(19
.S4)・

1髄 撃B・H・ ・】lace}'W・N・&写chaa虧m鈷J.G、,炭 化 水

i認 鸞 包瓢 繋ざ1鶚.。蹄 。俺の
正 暗 度 の 吟 味(904).

Rolle「P'S"Po「 囗andeeme'ロ しの 凝 固(1077) .

BaTiF.'11&KeyesD・ .B・,化 學 系 に 於 け る 梺 衡(1111),

」.Am.Chem、Soc'、,.56(1954>

HevorkaF・;&DreisbacllD.・
.;成 分 系 の 藻 氣 壓 〔1〕 ベ

ン ゼ ン漁 酷 酸.(1664).

d・v・nB・B,'・,io9-50。1二 於Oる 硼 酸 の 解 離 恒 數(169,:))

BettnitnB・Bre.nchl'1・1(。&YahroffD・L,;有 機 硼 酸

の 臓 恒 数(1865).　ロ

.NkerlfifG.&Tur。k.H.E.,溶 解 康 灘 定 に{表.る 高 喋 度
.

に 於 け るHCIの 活 動 渡 度( .1875).

.(;l
risSense .ロll..E.&G.ilbertE.C.,E'Lvdraziiicに 臨 す

る研 究=Hyd「aしed耳y4「azonium蟹 の 轗 移 黠 及 解 離 壓

(1897).

.BL
.mirC・M.,.RrassP.】)..&Yご 駐3tD..M,N(1,βr'.及

NOBr間 に於 け る ヱド衛(1916).

」.Ohe皿.Socり(195 .4)・
.1
nnksw・IL,Zn及.Cdの セ レ ン酸 鹽 の 水 中 の 解 離

(lt,10)・

Jento'G.}1,&VegelA・L,有 機 酸 の 解 離 麟 .CIX〕

二 三 の 真tntcacid廴1101),

ItasettH,&SaTiderson.1りCdsqj・OoSO4rl{eO系(111.6).

EmeleusH.J.,JarnesF.W.,T〈ingA.PearsonT,c71.,

画rcehRH&BriscocH・V・A・ ・ 永 素rlゆ 同 位 元

素 の 比 寧 ヒ:種 々の 方 法 か ら水 に 對 す.る 箭 密1な る 害 度

比 較 の 衡 括(MO7)
..

J.Chem.Phys,,2(195S)・

Fnrkas`、.&FarkasL..H20→ ・HD冨 冨質0 .D十H』 な.る

i輪 と隷 雕 隷 竕 離嚠 す'6?の翻 ㈹ ・

「
"thelatK1Gr.W,.ケ トー キ ノー ル互變 異 の挙 衡 のRtff

に對 す る訂正(482).

Ctis{R・1.t'.ijDaUn .G..A.,.耳.と .Dの 置 換 反 悳(54S)・

1〈.irkwoodJ・G・.Zwi1.teナTom'を 含 む 溶 濱 ・..訂正(713)・

NatUre.Is4.(lg34)・..

一 α 母 .集)一一髄



●

し

り
物 理 化 学 の 進 歩VQI、8No.4(1934)

じ

.献 集 im

,o

c・・kR'.H・CRiseR.(:.・ ゲ ル テ ンの 溶 解 度(380).iz.physik.Chem.CA),ua(1934)・

PhiL】 望【ag,,篳18(1,954)・

c;att)'o・ 亭 膜 梺 衝 及 相 律(273)・

Tran9●Farad●Soc,。50(1934)・
コ

1'aTtington∫.R.&"'intertonR.」,,一 鹽 慙 が 他 の

鹽 類 の溶 解 度1二及 ぼ す影 響 〔V〕Altyl及

Alcoha置 ・に於 け る溶 液(619)・

Z.anerg.Chem.2i8(1934)・

FredholtnH.,ア ムモ 昌 アt:・封 す るMgイ オ ンの 水渚

液 に於 け る雄 勸 〔lf【〕ITII:溶 液 に射 す る二 三 の鹽.

類 の溶 解 度 變 化@25)・

1:redhelmII..ア ム.モ昌ア に對 す るM区 イ オ ンめ 水 溶1

液 に於 け 轟 動 〔tv〕H,Neに よb}tg(Otl),の 不完1

全 沈澱 に依 るH評 含右M9鹽 顛 溶 液 の2F衡(235)・

KritschcsvskyL&Goldma加E"10。 及t5。 に於 け

る ・M岱0,+KC』KNO。+Nll、Clに 於 け る對 鹽

(253)・.

C;ucrtlcrlV.&Lan(iauG.,Cti-Pb-S系 の 結 晶隅(321)隆

.旺uelsmnnn()・.硫 酸 一水 系 の熱 解 析 及 給 贏性 硫 酸 水化

物 の低 温 度 密 贋(36tり ・

Z.anorg.Chem・.219(1932)・

FischerJ.,高 熱 金眉 の 潔 魚 壓 に就 て 〔1〕沸 鵬 法 に依 る

繋 榔 灘 灘l/
等温 圏(105)・

TcnsenK.A.,

度 に就 τ(238)・

BritikelE,V,.KapatiaskyA.[へu・Scliaschki【]aT・1・ ・

酸 素 と金 屬 の 靴 和 力 に就 で 〔II〕恥 と水 蒸 無間 の2F

衛 に就 て(287),

HayekE・,鹽 基 性 鹽 類 に就 τ 〔lk〕水酸 化 物 の鞭 基 性 鹽

類 漕 液 亀二對.す る 溶 解 度t;SCZ'(296)・

.卜圏i5頃』rJ・,高 熱 金 屬 の 擦 氣 歴 に就 τ 〔11〕1〈uti'の搬 矇

秤 量 法 に佐 る測 定(367)・

ドutTQ,u,B.qpcher夏 ・・Znl"2・CdFt・MgF:・CaF㌔ 」Srlrpt

llaE2,及AIFsの 薄 氣 壓(37の ・

Z。Elektrochem.,AO(重 .9年4)・

FranckH。 瓦v.抽hnerRり5eoe-1りOO。Cの 鰹 圍 に

於 け る 呶C恥=恥CN・ すC岼 衛(6E3)・

.z
.Phy5ik,go(且954)・

Focti:;".;ナ ム モ 昌 ウ.ム鹽 め轉 移 に 就 τ,N}1,墓 の陰 .

イオらンに對 す る瓣(38).

il… ・㎎ 勧 ・ゲ・化・勘 ・の水融 の蘇 酬
定.(134)・

,、belE.,HnlnF;,u.1'edlic6Q., .重 水 の 電 氣 解 離 に 就

て く153).

Bじロ寓ylIZ、
.phyeik.Chem.〔B〕,26〔 董939).

「
ISGanskiLN ・u・IiaiscLewR・,小 結 晶 の 」階 の 機 構 に

就 て'(312)・ ・

KinrR・ ・ 水崇際子 と有機化合物中の水素源子との罩

換可能性に就て(335)・

匡 ・ ・ 學
吸着・觸媒,膠 質,寫 眞化學等

Ann.Phpsik,zeU834).

R["lmi11¢rR・ ・¥i薄 膜 のX線 的 研究(377).

亅圸b甲 馬 鰡 薄膜 の 黼1准 る抵抗 變 化(419) ,

Ber.Dtsch,chem.Dea.,67ps34).

Sζ韻din即rH.u.Ilcucr.W..高 級 重 合化 合物 に就 τ

〔93〕polpsryrolの 糸 状分 于 の 切 断 に 就 τ(1159).

SLLuOingorH・u? .1ICucr、V・ ・ 高 級 置 合イヒ合 物 に 就 て

〔99〕 不 溶 解 性poly'slyro1に 競 τ(1109)。

.51nUdiORcrH
り 高 級 重合a合 物 に就 τ 〔95〕 高級 分 干

の 組 織 及粘 度 法副 に就 τ(1242)。

1.indauG・u・Sale・monG・ 固體.と 液raと の界 面 に於 け.

る吸 著分 于 の 帖 着性 の 決 定 に就 て(1296).

Wi・…P・ ・rpl・・1の 盛 酸 ・;對す る鄰IC・mpt.rend.19・(1939>

陶 數 齢 緬上櫛 酸の一分子屠啣
He11el14,・ ・ 凝 結 に'よ る疎 水 ゾ ル の 凝 固 と機 嫉 的 凝 固

と の 關 係(334)・

Cheln.Rev.,蓋5(1839)・

JnulKr1.L・ 酵 票 の 化 學 的 性 質(9y)・

lBcnde「H.LW・ 匙・fieldH・h'.SFIuffmanH・A・ ・合

i成 嵐 脂 に 於 げ る膠 質 登 生(123) .

1蹠,17(醐 ・
Singer/iu.G<wU・ ・ 高 癰 重 合雀 に於 け る限 外 蓮 心

分・離a?〕Polpdispersil@tsbestimmung〔 高縁 重合 化 合

物 に對 す る第96報 ゴ(726).

Stnudinger}い 』lianer。, .高級 重 合 化 合物 に 就 で 〔9の.
1
60cLgliediigenRing5y5ヒ 自皿i二 對 す る粘 度 測 定(8聞)」.

titnudingerH..高 級 重 合 化合 物1こ就 τ 〔97〕Y,liarre・

及.(碑Ferti.の 紡 度 研 究 に對 す る浅 意(866)
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LeuthardtF.皿 ・ti)llcrF..3、rginaseの.¥ktivatnrに 就

7(1.03の ・

Ka皿m"NK・ ・繊 維 素 及 其 誘 導 慍 の 光 屈 折 能 に 就 τ 〔u〕

酸 化 及 和 水 分 解 ¢)讎 素 纏 維 に 翠 ほ す 影 響(iouc)・

ISurkil・ 」.u.Q:ucwne:w.,寫 眞 乾 版 めgradationと 光

波 長 とめ 鬩 係(:239)」

]【nd・Eng.qhemg926〔1954)r

.Swarm∫r
・S・・.A戸}}LI・E・G・&KistlerS'S・ ・ ト.リ ア ・エ

・ ゲ ル 觸 胎 脂 肪 酸 ニ ス テ ル をYト ンへ(1014)・

Ind,Eng.Chem.(Ana].Ed,),6(1934).

SmithG.i':, .StnblileCeldP.¥i.S¥liddlemnL.Ii.,

AC量 及¥aLlに 依 る水 の 吸 蔵(314)・

S.Am.Chem.Soc.,56(i934):

*Tavler]. .1.S.蕊Gnnld 、A・J・ ・水 蒸 氣 の ・U,03に 依 る

活 性 化 吸 着(1685)・

WhhdLea`1「r.H.凶(:gasJ.馬 唄 盥 滯 液 と 鵡 ホ 酸

・化 物 ゾ ル.と.の 帽 似 性.(189d)・

B【ewer,:.ムgの 光 電 子 赦 射 能 に 及 ぽ す 吸 着 酸 素 の 彰

響:(IDOD)・

」西chi皿 。phy8・,.3旦(1954)・

GluckmanS.,裟 維 棄 溶 液 の 構 造 に 關 す る 研 究 〔Q58)・

Ilaissinsky.Ti.・ 放 射 性 穆 質 の 性 質 及 難 溶 解 性 電 解 質 の .

溶 螂 度 に 就 τ(469).

J.Cbem.Soc.,(1939),

n三聴mT・...R.&M巳ii.r∫ ・J・・tiゾ ル 内 の イ オ ン交 換 〔IH〕

凝 固 の 機 構(7醒)・

贓c.」,B・,画 隅rulu山eの 理 論 最 漉 厚 エ マ ル ジ ョ ン

め 均 一一化.(lU2)・ 慝 .

B司 塵S,H・.&Pui晦 ∫・C・・ 吸 收 容 量 及Retentivityに

闘 聯 せ る:段 階 的 活 性 鷹 の 木 炭 の 浸 濡 熱(1】 掣)・

T:Chem.Phye2(is3a).'

Jamo一'1'・H:SCalcmanJ・J・r寓 眞 潜 像 の 蹟 子 論(i8:;)

欟 寿1謙鬻 欝 羅 篇毒。,、。、、」
*PaceJ .KTaylorH.5..

へ の 吸 着 速 度(57β).

StmcieG・ 、、':R・&一fit…1Fい ㌦・ 硅 土 及Niに 俵 る

.土 チ レ ツ
.の 吸 着 速 度(581)・

K6】10:己9】3e耳 。,40(聖9;54)・

¥¥'aller(i.11.Reimiiqi・.人 遭 樹 脂h#lil&〔VIゴ ア ミ ノ

アN#NxN]ア ミyと .ア ル ヂ ヒtと の 縮 合 物(1)・

R`aユ 電erG.`奮ngclklorg耳.,.向 上. .[CII〕 一 便 及 多 偵 ス

/Lフ.ア 聖.ド ナ フ タ.レ.ン..と.フ・オ ル.ム.・ ア ルTtド と の

縮 合 物...(29)・ 曹
』¥¥'
atrcrG・u.lieimer.G・.同 上 〔VIII〕Saligeninか ら

7S.ノ ー ル と ヘ キ サ メ チ レ ン テ ト ラ ミ ンか らの 樹 脂

(95).

Wlayli9.N.囗 ・deJ・,ngJ.ti.親 水 膠 質 に 就 て

〔XXII'〕 卵 ア ル ブ ミ ン の 熱 凝 固(bu).

Koll.Z.,98(1934).

E蜘 【iu・.R.・,金 屬 腐 蝕 の'1'opncnemie的 立 脚 點(tas)

S吐xGerH・ ・ 治 金 に 於 げ る`1bp`・che血i。 的 過 程(:37),

Sdterty且L・.高 度 に 分 徹 され た 物 質 に 就 τ のKohLsNt

uuccの 仕 事 を 工 業 的 に 瓱 用 し"=の 例(147)・

.}3achN
.u.LewitinI.,.熔 燒 の 際 の 黒 錯 の 結 晶 の 形 の 變

耗 に就 て(lb2).

Schwnhf3,・v・ ゴR〔ulF・SRudulpLL・,水 晶 結dh上 の

光 阜 的 非 對 構 の 觸 鰓;(lii).

r「ickcx・ ・ 過 飽 和 溶 渡 か ら結 品 .と氣 慮 との 分 離(11iO).

HeelK.u.T・ ・騨C・1増 大 さ觀 こる有 機 的 自 然 物 質

の 、Io…】pl】olugieと 反 睡 樣 式(168).

$iekeH"臼 償 のPeの 水 酸 化 物 の1'sevdn、 ・・rpL
;(⊥75),

H日ttlgG・r・u・S[eHel.0.,KolLloch韮 恥rの'fopnchemie

的AI水 化 物 の 厩 水 化 の 勤 力 學(178).

Fcitkuecht..Wb,ゲ ル 缸憂蠱 基 性 亜 鉛 鹽 の 古 く.な る 事 に 就

'て 緊 密 分 散 物 質 のt
opochemie的 反 感1=就 で(184),

K・lthoNz.M・ ・ 交 換 吸 着 と吸 蔚 指 示 藥(190)・

Lρttom田sc「A・u・1.urenzW・ ・:¥gCl沈 減 の 形 を 變 化 す

るraに 俵 つ てMobrの 滴 定 の .改 頁(20艮).

PnuliW・P・u・q♪mar.¥f.・ 、・,蛋 白 質 の 状 態 變 化 の 際

の 類 脂 質 の 役 割(203)・

轍 劑dW,口.TmAas¥'..ゾ ル に 於 け る 異 常.'1'urbnlenz

に 就T(211)・

PietwhE・.しLL〔=blH..旅 干 状 水 素 に 依 る金 腐 水 素 化

物 の 生 成..〔II〕'1'a-II系 の 研 究(226)・

¥¥'citzE・u・ConradW・,膠 質 に 及 ぼ す 爾 性 イ オ ン.の

影 響(?SO').

H,及.D.の 糠 繍 臙ID呶 ・inB.u.Oha<hc・ 凪,鍬 系磯 舳 麒 と表

面 層 に就 τ の 研 究 〔11〕 諏性 的性 質 と 泡 の 分 敝 度

(243).

.良emア1{ .u,0榊W」,波 體1二依.る.HCIの 吸 收 に際 し

て の 霧 の 生 成 に就 で(246).

.SteinerB ・tt・・1・luLlig.U・F・1樋 やの ・Ngoり 觸 媒能1二

及 ぼ す製 法 及 歴 史の 影 響(253>
　

lialarevvD. .u.Kn;abasch.e"'篤,.眞 の 緒 晶 系 の 分 散 構.

1.逡(,、1)i '.'.、
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物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.4(1934))

'

■

L

夊 i献.一 〃
Bnlaiew.U.,眞 の 癬 晶 の 網 歌 博 逾 と 不 均 一 卒 轡 に 就 て

(266)・

13riolzin5ez.H、 腿,lk+ir囂.;.難 溶 性 酸 又 は 鹽 基 め 溶

解 度 に:友 ぽ す 鹽 及 酸 性 親 永 膠 質 の 影 響(271).

4rmenL+chenkoW.,Gral並chしwaS.v.DaridofGkajaE.,

棺互 溶 解 度 と表面 張 力(275)・

1:nrekuN・V.乢Patel.¥...M・,#fl々 の.程 度 に透 折 し.i_

'1'F(OHl
pゾ ルに 俵 るS∩4"の 吸 蓍(ｰS6)・

F:ndilerβ ・・ 廖 貫状 態 の 證 明 の爲 に隈 外 慧過 の 應 用出

來 る細 .(299)・

CILirnoag証E・,.Mn`)2膠 質 の新 製 逾法..(2⇔S)・

SakarulnI..ロ.SLnjina}1.、 府 機 液軆 のIfisefthigkcit.

と繊雉 素 ニ ステ ル溶 液 の粘 度 との 開 係(300).

KabiaersonA・,V三 〇旨 ゼ リー(305).

6hoaL.c・,遲 い 凝 周 の動 力學(atc)。

Li叩3ヒo庁S.u」P腔obτagεn瀬 」貼 親 水謬 質 に就 て 〔lI〕

溶 媒 化 の 問題 に就 て(3鵡)・

■coldII.u.TrcmsladI..尸 稀 釋溶 液 の 乾燦 に 際 しτ の

分 離考瞭(333)・

Fuihy贈.病 鰹 的 祓 沈 馳 成 に 注意 した 柵

分 縫 程 の理 蹟 に就 τ(335)・

K蝋 暦o.,讎 素 の 歪性 の機 構 〔II〕最 小 の 旺城 に 出

來 た膜 の.ミ七 ル の配 列..(畢7).

1歎 ヨE.U・ticLmittB・,.=つ の互 に 混 合 せ ざ る液 憾 系

に於 け.る親 水及 疎 水 粉 末 の 浮 齦 鏤h3研 究 〔IV〕 種

々のSammlcrにrrる 硫 化 錯鑛 の 水 疎.化 に及 ほ'す酸

素 の影 響(350冫

GC【SC甑S叩.A。L,パ ン瞹 質 の 脆水 過 程 あ 物瑾 化 學 に就

で(温 度 決 定 の物 理 化 學 的 墓 礎)(3δ1)、

】G+yeE..流 動 せ るY一 テ ル空 氣 混 合 蝋 體 か ら流 動 活

性 炭 素の エ ー テ ル蒸 氣 吸 管(r,7)・.

}b・ ・蔽 瓦 棚 旨の 齲 構 造 を'u7t49#3際 の ・)stwnld

のlsokbUo…dの 理 論 に 就 τ(;,).

i:atalinic.¥L.しP.¥fahjansの 仕 事 確 粒 の 現 象 の 一

理 諭,,に 射 す る 注 意..(3i:)・

N&tuxe,134(1934).

細 戯beワT.B{聯 頃G.&Iirik>aon・(ZaenselL1.監 鱒 強 .

遖 劼 場 内 に 於 け る沈 陣 連 度 の 可能性1二 就 て(:)8)

.C。nstah旦c.:,_.1L.表 薔 魚彩 嬉 に於 け る熱 流(tan)・

著者無し,...顯歙鏡下に於ける.繊椎.(〉_)・.

113mmLv・ ・購色x稼 豫に依 る研磨表面の徴賦解折

(1sり.

考毒無し,郷 申のp酸 化 と滅磨價(isa)g

_.一 一...一 ・ ■_」L一 層...

集 108

一 、(女..献;藻)一

」・Dh隅17・猛K・ ・A【 化 麺 φ 鮒 能(216)・

著 撫 レ 蛋 蝋 の 構 造(83ti),
.
E・,:.A・ 、酵 衰 化學 に於 げ る.進歩(30了)レ

著 者無 し,疹 質 の分 子 遠 の測 定U28)・

Natuぼwi8s・,22(1954)・

--uehi・… 皿 篭L,L・ ・9・k・ ・馳 ・g・nIL.v.鯛

,薄 摸 の 博 導 度 と静 電 磁 場 と.の閼 係(52β)・
.翫"
ag覧]i.n.Mユlw鰍L..カ クラ ー せあ 一薪 不 可逆1

的 抑 制 作 用(561)・ 「

Hnns,V.E・ ・酵 素 化 學 〔0〕(9)カ.タ テ ー ゼ:と酸 化 及 暹

元 酵 素(634)・

悼ll1

(1'.F:aR'eidcnhagenR.,/i35).酵 綿 め 結hand暗

Uaucv,p,R'.,金 属 の 緬 騨 度 の 問 題.(ir18) .

PhilMag:,18(1939)

]chuinnkwワ 納 肇 を塗 ウた る磁 器上 の 吸 著 水 分 瀞.

膜 の 海 面 電 氣 抵 抗(sa),

im・1蛤・W・h..任 意 の壓 力に 於 け る大ikン 叉 は繍

のな い粒 子1こ對 す る結 合 係 數 の 理 論 に 就 で97)・

S砿lkey1㌔V・ ・金 屈 薄 皎 の 凝 結3二 …の 反 射 に開 ナ る

實驗(zap)・

ElnckmnnM.,蒲 膜 の 光 學 的性 質362)・

Phye.Rev.,as(is34).

Willimvsu.C.,Cr ,亅二に 蒸 翼 しt=Al膜 の性 質(】郵),. 騨
UmyacmA一 ・結 晶 的 表 面iこuるLiイ オ ンら散 亂(XO7)

Phpgis.Z.,35(1934).

SmeAal:,・ ・吸 著 質 構 三堂 と混 晶J三lk(ti4A)..

MUUcrw・J・ ・ 僉 麗 不 働 現象 め 掩 蔽 理 論 と其 貰驗 的 根

櫨(712)・

Pr。c.Eoy.Soe.〔A〕,gas(1954)・ .

Fu甑oτA・G,・ 硅 丙婁ゲ ル に依 るC.7「5QH及CH3虻 レllの 亀

收 箸(129)・

}lii・h・!.:..錙 に於 邯 美 面 光電 効 果 の醋(鋤 ド

soW.Phy氏,5(19341)・'

+Eltzin.L .a.u・Jewlmvん 亅㌔ 高 渥 に於 け.る黒錆 の排 .

.氣.(6S7) 巳 ぐ.

.T

rane,.Farad.Soo.,50(1934冫.

+BradleyR・S..1:CIに 依 るHCI.の 吸 蕎(5ai) .

.H岬 αw
・R∴ 謬 質 廻 の 凝 固X79i二 就 で(636)・

Z6..即 。rg.Ohem.,21g(」 蜘 ・

.lzunig.H.・ 活 性 炭 に對 す.ろ二樋 僉 艦鹽 の 吸 著 に及 ぼ酸

.す性 魔 の 膨響(178>

.LangeW.,二 三 の ア ル カ..り.・.ド.'-・.スル7.劃 驢 に.・

E・・1
.■1.

圃」 一 一 笛 一星 ● 伽09



.
・ ・-.・ 磁

ド1.・

隔夢・矧 ■卩 ■ 屠 1が僻 ドン'
物 理 化 学 の 進 歩VQI、8No. 4(1934)● ・.

幽

1

`

セ

P

卜

」覧・.

1磁 夊 噬

よ る氣 髏 の 可逆 的敦 着(305)・

Z.Elektroehem.,40(・1934),

.K・m-lv .A・・..酸素 を含 繍 慍 に依 るア ムモ ニ ア觸

楳 の 被 毒(6薪). 　　
StalldingerH.,織 椎 案 の 構 造 に 就'τ(729).

Z.・Phy8ik.,.89(.1%4)・

Jage・』be・9erA・.u・.Schmid.1㍉:tgSUの.自.然 的 透猶 魔

.饗化 〔II〕(557) ・

Joge「sbe「g『 ・㍉ 金 屬 箔 呻 然 的 透 遘 度 攣 牝 ・ 金 屬 薄

膜 の.鰍 彖 構 誼 の.臼然 的 變 化.との 闘 係.〔lll〕(564)・

ドuchs.N" .=・ ゾル の 安定 度 と荷電 に就 τ(736).

DtlrauF...u、J・'tCtu.scsenl.L.高 眞 空截 分 器 に俵 る銅 粉 の

製 造 及 該 紛 末 へ の 氣鵁 暖 着(757).

CasselH .'?ロ」.Tohmfbr軾L・ ワk宝墅jiし界i画「1;於け る;有機 分

子 薄 膜 の 光 効 果(aL)7)・

髫.p圃k.Ch・m..〔 幻h,q(1954)・

K・hlscbiftt・rH,W..擬 無定 形 及 無定 形.FgOsの 無 睦

収 巻 固 照 表 面 の化 學 て[j(20)・

z・P毎ll・sik.Chem● 〔B〕,.、2e〔1954).

Rel・c丘ゴ・1・r.'H.,囎 鹸 へ の ・汲}晝,の 囃(3`JD)・

化 學 動 力 學

'

㎞.Phy8ik,20(i834)三

Pigge.璃:砥 速震 陰 極 諄 の電 離 作 用(233>

FるrsterT6.一u.G戚bK.H.,飆 せ る.系の1匕學 丿反』匿理

請(tan)・

K幅chb郎 而..Eり 二 物 質 混 合 に際 す る物 質 及 び 熟 の交

換(2ul)・

BAr.Dtseb.Them.C}E9.、67(1834>

B・u卿 畑r.alirummach・ ・A・,永 溶 液 に 於 け る

sa .と..ア1シモ 昌ア の 反 懲 並び に所 謂".SDI霧 「,の

化 勒 .繊 に蹴 る鯱 嚇 て.(1%了1・

Schmi車U.,蓑 圻 叉 は蒸 氣態 に於 け ろ有 餞 化合 物 のh

イォン の衝 突 に對 す る宋 宛性(uas)・

Xenit.eseuC.u・ 』・・隅 ・DIA・ ・ 鱧 化 ア ル ミ昌ユ ー ム

を屑 蝶ン:と.せる反 懸.〔X〕2一}.無 機 ハ.P.ゲ ン化 物 に封

す 櫨 牝 ア ル.渦 ユ ー ・一 脚 齢 糠 系 の ホ 購

加 摩 用(139D・

Nanaen.:Ci1.;.チ オ擁酸諱」琴酸よ曳多チ矛シ.酸鹽生t&.

の際 のu..化 合 物 の 役罰.(1918)・

liirckenlxichL.aG釦 ㎏耶..」・,1)Cycloheseeの 存 在

に竣36金 駢嘩.飫棄.ゆ球慮に蔵て薹2)結飾 性

葉

●

.

酌… 一'～

.質及 反 慮 能 力 の 開 係 に弑 τ 〔xxvl1〕pseudohalogen

に 就 τ(14聿o),

.Paov ・.A・:ul;uLn.P・c・ ・ .ワ.nデ シ輔 位 に競 τ 〔睦り

非 對 孵 條 件 下 のM踟wei聞 甑 。 の旋 光性 形 態 へ の轄

位(1358).

GoldschmidlS・u.IOeudenbergKりLine,1e噸uヒ ε.及其

ー ス テ..ルめ.自働 跛 化(1589)・.

RbnlamH・N・K・ ・1型 の ワ.tiデ ン韓 位(1595).

・C。皿pt .rend.,柵 〔ig54)・

Suulp,.重 る 種 の 鞍 類 の變 旋 光 洩 度 に 對 す る 圓 蝸光

の影 饗(19臼 〉

,=n,...ヒK。,.IUOUkg)cmな る非 常 な 高魘 の 下 に於 け る

NH3の 合 成.〔205)・

B:iユndM嶋Dumanoi5P・eILadtte,〉., .純梓 ヌLは混 舎

物 な る或 ろ.種の 爆 燒 性 蒸 氣 の 發 火 の 極 限 に對 する.温

度 の 影 饗(286).,

Lc[miM・ ・ ア セ トア ルデ ヒ ド蒸 氣 の熱 分 解 の動 力 學

(351).

doPa聴 ⇒illcA...燐 酸 ア ムモ ニ.ウ ムの 解 離 の研 究 」(3U6)・

.Hely、,n(1934;)・

Ber[houda・etParrotD..x.チ ー.粒及 イ ソプ ロ ピ:一ル

ア ル.ゴー ルの キ ノ ンに よ る米 化 學 鹸 化(694)・

5tiegeiu..a.,芳 香 族 墾 素 化合 物 の光 に對 す る敏 感 度

.〔1川〕 ニ ト.占一1一 ナ フAレ ンのpcri .誘導臓(701)・

YonctD・ ・第 一 硫 酸 戯 の キノ.ン に.よる酸 化 ゑ 可邀 反 懸

ra:り.墜

FichlCIFr.u.SimonC.,P・Tuluyl酸 及liexal1ydra・P・

to且uyレ酸 の電 解(7.18),'

T㎜dwellW.D.u.1{uneiI・r:・ ・`、1及lie.v7水 酸 化

物 の 生 成 及 溶 解 の機 構(了 了4)・

Slie準rR・F...芳 香 族 窯 素 隼鋤 の 光 に對 す る歌 悪 度

〔IV〕 昌.トロ ー1一 ナ フタLン.のP輌 誘 導 燈(794)・

Sli㎏e「R・ 鳳・ 芳香 族 窒 業 匙合 物 の 光 に器 寸 弓敏 感 度

〔v〕=F.・ 一1一 ナ 〃 ← ゆ ド ・i誘 導 髏.(119?)・

Fi雌rF胤¥ViOiS.鑽 外 鄰 二よ.るアーヒ.チルー ペ ン

ゾ)L一 過 醸化 物 の分 解(11了3)l

S匙i唱e「k.苞 り.芳 香 族 羅 素 化 合 物 の光1二 罫 す δ敏 感 度

〔V阜 昌 トロ ー ト ナ・フ9レ.ン のpefi誘 導韓(18b4)・

'1'raulxell .W
gD.U..kln血BagelJ,.1t336i:於 げ るA』Q3

のcに 依.う翠元(tss9)・

.血d.Fn,..=Chem.,se(1939)・

倒 呻 肛tG纏Edga「G一 声歴」モ於ける小規模の液

柤水素澪牝..(spa)・..

.一(丈:獄 集)一

'
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物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.4〔1934))
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Nooglp・.Senli.N.d二Mukh。 摩09・鹽化撃反應に於ける.

騨 賜 アルカ 蟆 素驢 と沃素驩 に對する燐酸

r,雛烈llな,蜘_.Yennwulc、_

蕪 錨 欝 蠍 によ繊;獅
`澤1謙1

,畿 呈よ繋 謙 蠶 匪驚

DavisH.度rro巳 圃1.LC・,Cの 燃 燒 搬(889)・I

R'e[heril且W.1.L&Ftrtnns'〔.;.c..COに よ る 戡 籏 の1

;墅元 型匡度 π(983)」

Lnu'ellw・`恥Compb6ヨ1」 ・M・&恥 ∫4.T・A・ 、炭7k化 .

物 の ノ.ツ キ ン グ性(nO9).

J.Am.Chem.s・c.56ぐ1954)・

Fnrhe罰G・S・ .&1【eidt.L・.T..280,254及210ｵｵに.

於 げ るOiの 光 分 解 に 對 す る 永 の 影 響.(1Gil).

3bhami血adA.sLiehha&kyH.a..Halideに 依 るI

IIyO,の 邏 元 の 勘 力 學(IPSO)・
.

n1MnA.R.&VogeH.H∴1・Bromo50㏄lnic.Acid.の

非 水 溶 媒 中 に 於 け るB「 イ 才 ン に 佐.る ラ.セ ミ化 。 有

機 反 懸 の 機 構 ・(169D)・

Stnde-etitke「R.W・ ・ 高 壓 下 の 霞 合`】870).

hlnyers.M・A・ ・水 藻 氣 に 依 る 石 墨 の 酸 化 の 遠.度(1879)、

R言融n㎞r9..DL&[7mc.H・C・11kutninmiodideの 熱

分'解(1785)・

HenヒnnnR.M、.Caryophrllenc$ilrosite.の 光 分 解

(tsna).
I

l.cemiak∈ 琿.J.A.,ア セ トン 」こ俵 囎 感 せ られ た ヂ メi

チ ル エ ー テ ル の蓮 鎖吩 解(1899)・1

1・卜鵬。・ 艮・靴 齢 【i哩litz∫」・ 禰 異 性 の ヒ ド"判

とオ.ギ シム.の加 水 分解 速 度(t904),

J●Cb㎞,phys.,31〔i .934).

W囗rmserF:EIInureiroJ.A.,塁iUC…ae誘 導膿 待 に ア

zコ ル ビ ン酸 の酸 化 の 可 逆 性(a]s)・

J.Ch肌soy.,・ 醐 ・1

速 度 の比 較(li:1)・

DewwnH:M,&RvcockE,R.,酪 酸 霍 の ハnゲ ン置

換raの ア ル カ リに俵 る加 水 分解 の 動 力學(胃8冫

M¢ 団u"H..W,.輕 い友 重 い 水 棄 に俵 る簡 單 な る.分子

の厨 媒 水素 添 加(7R7).

¥lc3fahon.F..づ 、.&ILobiuannP.r...金 題Cuと 環 子 爿丸.

水 乗 の 反 寒.(854)・

N。wishP..β ・W・&みppl・y唄M・E.S・ 第 一 次 光

化 學 反 感 〔IV〕meUrylelhplk。 ヒone及 由。th舜 『bulfl

ketone.の 分 解(873).

DanurcllA.i;.IL&1?meleusI{、 」凶:¥tiめ.vn及 酸

素.iNの 酸 化 く974)・

T.[ylo[.,.、V曾 ∫.&Lavingtoo}二 ・M・ 、、一.、 ナ ≒ト:シム1こ

一.於 げ る 立 膿 墨 性 的 墾 化.の 不 均 一 系 鰻 蝶 作 用(980).'

linker∫;W… 禪換懺のx極 効果に待に嗣嘩せる芳香

族 働 蹟 反 懸 の 機 誘 〔【1〕BenzvlItrmnidじ と(1)1'yri噛.

dine.〔_〉 ア ル コ ー ル 水 溶 液`3)硝 酸 鈕 ・との 反 應

(98i).

肯.N'illinm+ ・E・G・&llinshelwmd.C・ 冨・ド 液 桂1系r

逑 度 決 定 の 霞 子 に 就 て ・ ア.ミ ン 類 の.:v.ゾ.イ ル 化 の

分 于 統 計 學(1079)・

BON'COF・ ∫・&S亡o"dlI狐 ηF・ ・Rn6renc.の 尭 牝 學 酸 牝

て1.098').

HughesA.H。hempJ..Y.L&Rideal,E.K.、 、董便水 ・

との 二 三 の 反 懸(U〔w)・

RichterI).,HP望 の 分 解 に 對 す る 抗 働 質 の 作 用(121A)・

1[elvil亅CILWり 敢7k素 の 若 干 の 反 懸 の 動 力 學 〔1〕

(1239).

Iliua・ ・x.,aN。nolmpiC變 化 の 附 及可動 陰 付 。の

漣匡金r(1268)・

¥¥'Lilem・iCF・C.&RlemingG..H"分 子 内 講 位1二.對

す るElecironiercr=_usTonic>kchanisms〔1269)・.

」,Chem,.Yhpa・,2(193の ・

"Cayl
orH,S.&Jnngcr5∫ ・(㍉NHユ の 光 分 解 の 機 構

の 指 示 物 と し τ のU(9u8).

SteacieE.NV.R.&Solelnonyt
.E,..200氣 歴 に 至 る ま で

の エ チ ル ニ ー テ ル の 均 一 熱 分 解 の 動 力 學(503).
ニ1靆跳漏甚臓 騾鷲鸞瓢諏

。盛 讐漏_凧 謡 。、、

i。徽 溜 嬲 麟譲灘(論
Kolloi4・Z.,68(1834)

liofmannU.u.tirenrrlA・ ・ 酸 化 黒 鉛.とxsの 反 懸

(190♪.

;Mo皿 負t8h
.Che皿,,64(1934)・

KnllanA.乢 」血㎎erm訊nni_,脂 肪 酸 置 換 體 のx.λ.テ

ル 化 癌 度(覃 ユ8)・

ヱ已atUre,置54(19δ4)・.

Wavse・mwmA...Pul(richSw(enphntume・t・ ・ に 俵 る 勁 力 ・

、

._____J.,■_・

一 伎 献
,集)曽,

」' 一..'.,・ 噸ーご」幽 己 望.・
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∂

學 的 測 窺(】Ol)・

∫の甲sH.A.&Gmbh_1.C,案 素 の 組cr・gb騨 の新

形 駿 〔忖0>

Nn吋min.A・'1'・H兜,Schuman .紫 外 に 於 け る分 子 の 光 解

離 ・〔355)・

Emerwn.R・&VrrnnL"米 合 成 め 動 力 攣(233)・

.著者 無
.レ 歳 の熔 融 中 に於 け る瓦 斯 と鱗 石 との 作 用

(21聿).

nRC65).s.,燕 壁 遉 度 の測 定(鐔0).

著 者 無 し 光 牝畢 的 合 成 の化 學(37])・ 、

Horiuti.).r..・1・ ・yi .M・・H,O-C;ila.及H,0-CeH.間.

i〒塑7う:.螺 曜 層的交臻て1ヌ7τト
.

Bradfiじ1dn.r:.,溶 液 反 懸 速 度(421)・

Natncwiss;,22(1934).

RedlichE.A・0・u・Stri`ksW・,重 水 巾 に 於 け るH20?

に 對 す.る 」 イ オ ン觸 媒 作 用(525).

Phil.皿ag.,置18(1939)・

DacidW・T・&JordanJl・ メ タ シ ー.空 氣 混 合 虱 釿 に 於

る癩 の澱(ngg)・

Phys,Rev.,ac(isss).

Whiteh.」..火 花 放 電 の 初 期 覗 象 の 研 究(79)・

CarpenterD・W・&¥ielsenW・}1・ ・H9後 饗 光 に 對

す る 温 度 及 歴 力 の 影 響 ・.(607)

Phys.Z.,35(is34),

Rb瞳hild.S..燐 の,b感1二ｵL(JJ1)・

Prac,Roy,Soc.(A),146{t934),

S[eSciiF....、 、㌔R.&1'kwexA.C.、Eヒhyle匿1爵 とatel-

al【lebア⊂leの 混 合 物 の 酸 化 の 動 力 學(72).

ToxnendT.A.,('pLcnLL龍¥[nndlekarM.k.,燧

雛 氣睦一空氣齢 鞠の 白糲 残に對する慝力の影

響 〔川〕 ヘキサンー 及び イソブタンー空氣混合物

(113冫・

.HinslielwooA .qメ"化 學反應に關する分子内エネ丿』r一

「兮狙φ飜.(2a7)・
.⇔.Ilim6elxoodC・N鱒.FIetcherC・ ∫・M・ ・VerhoekF・

H・C.、 職nklefC・A・.分 解 反 感 に 於 け る ア ル デ 匕 ド

.夢 子9活 性 化 様 式(:}27) ・

V6rh囎kF,H.&H!nshel叮 ◎pd.C.丼"ク ロ ラ ー ル 分

駆 軸 動 靴 そ伽 「聾 鰤繊 反慮(謝,・
q'inllecC.A.,t'lelcherC.;J.¥(..aTiinahclrvordC,

.¥:,
::踊 ・i・・i。 ・、11'ehyd・ め 熱 分 解(:393):

.FletcheC.∫.,フ オ ル ム.ア ル ヂ7ヒ ドめ 熱 分 解(357)・

SteacieE.N".&ShnwG・ 筆 ヨ菊 蠡 メ テ ル 虱 期 の 均 一.

一 分 子 分 解(388,・

Sow.Phys.s(1934).

SokoliL志&SL-alovNr,焔:の 博 掃 に 於 け ろ荷 電 粒 于

の 役 翻(ri7G)・

.=B・・lthashryM.、1 .訊・… 蛾A、isSagnli・.a..ｫ一.,電

魚 火 花.放 電 に 依 る 酸 素 水 燕 昆A物 の 可 孅 性 に 競 τ

(5ti9)・

Trans.Farad.Soc.,EO(1834).

..¥'ediiq;R'.II.S.,sIa吻1.A.K.乱Hi面elw㎝l

C.N・ ・ ベ ン ゼ ン溶 液 に 於 り るYittanilinの ベ ン ゾ

イ ル{ヒ(5【17)・

FI・t・h・・C・ ∫・、1・.Hinsh・lw・ ・dC・.N・ ・ ア セ.hTル

デ ヒ ドの 分 解 に 於 げ るH,の 影 響(ul9),

1:toathcr¥.G起GoodeveC..F.,亞 硫 酸 の 酸 化 σ〕膨

張 言f螽智實 驗(626)7

HoathaR.C.&(;ocxieveC.F.,亞 硫 酸 の 酸 化 〔11〕稀

釋 溶 液 に 於 け るS儀 及 ヨ叺 のmolalvole口meの 決

定(wok・

膏1〈rige(:・ .J・R曾&Hallowh.・ フk到匿電 極郵二よ .る..反匪匡

遽 度 測 定 〔り エ ス テ ル の ア ル カ 噸1ヒ(G44)・

H面 ロ匡iJ"denl書 ・魚IblanyiM・ ・ ベ ン ゼ ンの 重 水

素 に 俵 るIlapLMeロ の 接 飼 罩 換(ucs)・

Z,ano7g.Che-D.,218(1934).

JennolenknN・ ・7.nの 溶 解 漣1度1こ 對 す る ヂ エ ラ チ シ の

影 響(255)・

AlullcrpV..J.,錯 室 反 應 の 理 論 .1.二就 τ(:tO7)・

Bh㎎ 側wハ 尸、礫 な 蓚 驩 の 光 鰯 磯 構(.',ifi)・

Z.anorg.Chem・,219(1939)・

lirelachmarW._、mmnnperlwrateの 性 質 及 熱 分 解 に

耗 て(17).

Hi110rW..新 し き 觸 媒 反 慮 の 畢 れ る形 態(3】3>・

[1159A.V,u.lirmaiincA門.虫 養酸 ナ ト リ ウ ム と.沃 素 と

の 暗 熟 反1懸(348)・

Z,Elektroch=m..40.(1954)・

.ryeL..V.S血ronen氏 の 諭 女"黒 錆 酸 化 の 第 一x

反 慝"に 就 て(640)・

工)1`¥'O[UG.r水 溶 液 に 於 け る透 竃 恒 數 測 定 と シxト

ラ ン ス 異 性 變 化(641)・

Z.一Phyaik,sspssa),

:鰰G・ 活性飜 の櫞 米(5罸3>
'Z
.phpsik.Che:n.CA),170(1934).

Gei6K.FT.ロ.Harteck .P.:水 素漂 于 に 俵 っ.て誘 尋せ

られ た 酸 化反 感(iy.9

L
一{夊 献.集)一
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Never.R.u。Schi■macl1etiI.∫ 的Stid【sto/hraaxntoffsg"ゆ

の 非 爆 憂 的 熱 分 解(33)・'

Iaemcoc.6、 ・,Woch5b㎎R,u.1Y'agrwrG・ 、 炭 叢 下 級

酸 化 物 の 舉 動 と均 一 系 氣 相.に 於 て 超 る 反 感C藷 軌=

CO,+C.,1こ 就 τ(97)・

7,physik,Chem.,B),2G(1334)

Ghush1.L.,¥tnnhiU.S.¥,aGuptaIJ.¥.U.,

度 の 光 増 感 推 規 の 研 究 ・,vio・cinnameli【len-essigsiure

の.N・nnalformへ の 異 性 變 化 〔1〕(25う)・

GhoshJ・C・u.llurihiD・S..V:,同 上 〔H〕(obi)・

.,【oeluyn-HugLeeE ..,.,Denteriuminn(D♂.N)の 觸 媒

作 用(273),

¥lnelwen・11ngliesE・ ・㍉ 蔗 糖 の 轗 化 の 温 度 係 数 〔:iSl):

liaixhexR・.u.titrzrtrki匸 ・¥.,核 生 成 薀 度 の 動 力 學 的

誘 導(317)・

Goet乞kyS・ 乢LGdntherP・ ・);線 に 依 る 鹽 素 爆 鳴 反 應 の

勘 起(373)・

$chumacherl.t.J・u・¥Volff[.・1 ;籃 粱 の 光 」留感1ド 用1 .こよ

.る.ク ロ ロ ブ オ ル ム 及 酸 素.まnの フ オxゲ¥生 成

(鸛).

實驗方法,裝 置,無 機化風 金相
學,分 析化學等

An1LPhygik,20(量954)・

1fOreliusGi・ 金 尉 髭 櫓 の幕 位 の 理 鐘(57).

の
KI4U『 「F「・r..混合天 斯 の定 壁 分光 分 析 に就 て(145}・

Spandbck1"・,音 響 昂}白tlth'型1建譲(3a5) ・

Saute【F・ ・高 逋 度 電 于 のBremstrahiqngに 就 て(409) 、

Weiss11・ ・光 學的 方 法 に よ る.蒸叙 密 度 測 定(657〕 .

蓴}erp]Dt3eh●chem.Ge8.67(且9S4).

ryezeschka"'K・A・,一N'esmejanow,N.一Xku.}btrnsew

NViI.,ifff族Z・ 有 機 儒 合 物 ..(1138),

Koze5穿hlミow. .K、A、,1'adjM..M.u..Ucx"n{い.陰WA,P.マ;

・ 金 屬 有機 化 倉 物 の 研 究 .〔y1り3'ア リル 鹽 化 錫 の 鰤

罩 な る製 法(1348).

H礁 亀G・F.,活 性酸{ヒ物 〔76〕=NVolfgang:'estler:

マ グ 噌「サ イ トの熱 分解 の動 力學 及 其際 の 中 問 生 成化

合 鈎(1378)・

.Fτey鰓H".恩 硝 酸 及S囗 の 如 き其 の艱 瓢 の 新橡 幽 法

ρ477>,.

1しi尊⑳CrJ・ ・.有機 元 棄 分 析1;於 け る誤 差 の鳳 因es〕 水

和 購 なる齪 の.醗職 灘 懶 の取扱ひ
(燭2).

VorlunderD・u.kfalich志,詰 晶 性 液 態r一 フ エ ≒.ト ル

・ア ゾ.キ シ 安 息 香 酸 工 ろ テ ル の 異 性 難(】5茄)・

D㏄kerl.1・ ・Hヨ 羅 氣 に よ る 萋集溜 及Swppの 庄 .成(16寧6)・

CO皿pt.rend.,且99(1939)・

AmidJ・ ・Cu(ClO3}2・Cu(ctu,),,Cnl(VOA;)2t.エ チ レ.

ソ ・ヂ ア ミン との 錯 化 舗 の 製 法 及 其 の 爆 豪 郡 奪

eOl)、

CariselleH.e量ChireaniF」,吐 劑 に 就 て(203>・

ChateletM・ ・Y價 ク ロ ム の 鹽 化 物 の 二三 の 反 感 に 就 τ

(君9①)・

HerUertJ.,硝 子 の 腐 蝕 園 形 の 研 究(71i9)・'・

{
,}固1吐sch臥clFoeyτ 黜E.,放 射 性 鑛 物 中 のAC.一Uの

含 有 量 に 就 きて(41乞)・

1'rig6cH..ス ペ クDセ 定 隻ヒ分 析,Jiへ の 懸 用(i19)・

AllardS.,パ ラfシ レ ンの 構 造 に 就 τ(423)・

Ix(evreC.elRangierM.,有 機 硫 黄 の 酸 化 に よhSの

定 量 〔462),

Chem.Rev.,15(1939)・

Ila正1di5chり.&、Velr,L.A・ ・活注生纖 〔1〕(.1)・

　回oL・A・&Itaudisch〔..活 性 鐵 〔【り 〔45}・

Helvり17(!954)・

KarmrP.u.tichuppl{..低 温 に 於 け る濾 邁,無 色 旬

質 のCLromatl.graphi.cheanalyse(693)・

'frearlx'ell、V
・o.」1・%uv【erTh・ ・ 高 稀 薄 氣 體 混 合 殉 」こ

於 け るC侮 及q.IAの 傳 導 度 的 決 定 法 に 就 て(869)・

Eτ]enn}cpcr}1・u・(.ar[ncrl{・ ・1【=,(1を 含 冫育す る 水E;於

け る 〔Cり(NHI諸)6〕(NO3,9の 安 定 度 に つ い τ(1008),

SignerR.u.liros+Hり 二 三 の1「 ・scropn.,1y匝w琴 の 構 造

に 就 て(1076).

]leperh.dGりV.,鞍 歌 硫 黄 及 其 の 橋 造 に 就 て

pose.

:K・61echi(ttcrV ・曝 生 白拗 質 生 成 の 原 理 に 對 鍋 研 究

.〔Vl11〕 結 晶 に 於 け る化 學 反 感 樫 過 の 知 識 〔III〕:蟻

酸 銅 の 熱 分 解(m94)・

SchwarrenluchG.u塊LiH..置 換 石 炭 酸 及 チ オ 石 炭

酸 の 酸 性 度(1176).

EdenmeycrH.u.Ga:mttH..水 葉 同 位 元 素 の 電 解s5

.分

溜 に 對 す る 實 験 室 用 裝 置(ユ229)・

;hd..】 巳ngしChem.,zs(】954)・,
.
lfa∬ 」.、..A.,燐 酸 鹽 浮 游 選 籔 法 の 漿 展 及 應 川(8耳)。

:BogueR,旺.虚Lヒ 沈翫W..,ポ ー ト ヲ ン ドセ メ.ン.手仕

.合 物 の 水 化.(837).

Bmw・ 」・M臓&B・mi・W・ ん 滑 漢 よ
、n.丕 灘 嫉
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109 丈 献 集.
一 ㎝A亀 一噌-.、鞘.'.晒 ゾ..冒)幅}・ 幽{{r・ .r.r一 一"～.、 ・L,一A'、.鴨 、.ヤ、.・'、.丶

認 鸞 翫__都 轍.,高盈
度水 素 の水 性 天 斯 の 製 法 「(1002).,

Cmninys臨W・&ShcnnndT.Kl,固 骸 の 乾 燥 〔¥'fl〕

σ096).

Ind.Eng.Chem.CAnal.Ed.ys(1s34).

hopeH・,.齔R嘱M・,合 金 に於 け るCuの 定 量 に對

。、欝 警:K)lat[Maal::㌔.噸 斯。飆 。.

σH〕(334)・

恥 ㎞巳yA・W・ ・水 中 の 弗棄 の 分 光 決 定 法.(39.9)・

Kim¢rW・R・ ・ 有 機 物 笠 に於 げ.るC・H」Oの 同時 的

謙 警讐 獣.勲 。。。。飆 融
鏡 冶 載 物叢(91i7)・

1)augherty・.T;H・ 的 】'1μt.E・V・・紮 外 顕 徽 鏡 照 射 機V)

一 新 型1(370) ・

Smi[6G・F.&G1'「 旺9∫.1桝 低i雁 聡 過 灘…に 對 す る ゴ.ム.

栓 のrcn】olding《:i86),

恐4k置nl.$,.&幽Nel鱒b¢)・A・ 、 藁 空蒸 溜 に對 す6毒 壓

力 調 節法.(aae)・

」.加 。.σbom.300,.56(1939),

Wainerit..化 學 分析 の 第一 次X線 法 の 批 朔 的 研究

σ653》

Din彗wo睡A'&Bo細 旧H・T・ ・C「 に 開 す る研 究 〔H【〕

<<ucLec州 の 土 壌 及横 物 に於 け るCr.の 存 在.(1666)・

R'illardH:1.i.趣'1'hompwn.」 .」.,相 互共 存 下 に 於 け

.る.過沃嶺 戯 禮 及沃 索 酸 鹽 の 定 性 試 腺(1827}・

Wi賦 ロIH・1L龍Tl巳omP三mJ.∫,.Pbの 過 沃 素酸 壺
,

(1828ン

1,ehnnanL・,Wi5ber9}1・&K血tE・A・,定 性 分析

に於 け る有 機 験 藥Cｻ7硫 化 ア ム モ ン曙 の 一 般 金 屬

の 分 柝(183の.

R'mlettG.$.3VnullcrV:,¥.,gym一 ル 第 二 磁

工ch洫.phya,31(1934)・

Ialamkλ ….恒 濫 権.と 恒 冷 構 』と.の 構 逾 に 就 て(鵜9}・

=4'eilS・,ゼ ラ テ ン 巾 へe+{lfi@t隅 形 に よ り電 解 質 の 識 別
'

(469).

、」.Chem.Soc.,(IA34)・

鴇論黙襴繍撚 纛補

「ielleyE.,:.チ 才鍋 酸 鹽 の製 法 及 構 遭 〔lI〕4.及8.ド 血.

2醐 ヒ5チ オ鎖ち鱧 ・(11Mii)・

HiLhottH.W.&N'GeelaR,V.,石 炭 の 組 成 に關 す

る研 究,瀝 青 炭 の 分'解 點の 測 定 法(1031].

Pa面 ㎎bnJ・R.&1;曲1R・K岬 過 沃 素鯉 及遘 沃 素酸

鹽 〔1〕遒 沃素 酸 の分 析 的 決 定(1085⊃

Partiagmロ ∫.R.&SahlR.Kっ 遘 沃 業 酵 及過 沃 湘 酸

鹽.〔n〕.パ ラ過 沃 乗 酸 の 蛻 水(1088ン

.PartingtooJ」R・&Itahik。K・ ・ 遘 沃 素 酸 及遘 沃 巣酸

鹽.〔m〕 過 沃 棄 酸Ta及 過 沃 乗酸 鍛(1091)・

岡 の會 合 に鬩 して)(730).

SmithT;B・,R.化 物 よ りCI化 物 のVIIIに よ る改

、 」{分離 法.(了83).

1β欟 蜀驫鵬 識
。謡論諜 霊象

BriUon耳.'1'.ti.&(ackcnnl,,。 弱酸 を含 む鎗 生 成 の

物 瑾化 攣 的 研 究 〔X〕 酸 性 及'ア ル.カ.り牲 濤 液1二於 け

る酒石 酸 と ㈹ 砒 酸.(b)亜 砒 酸(c)癖 一Sty水 醒 化

竹 との錯 生 成・ 亞 枇 酸 及 砒酸 の 解陣 憶 数(104&)・

師tton1H・,:C・SlvcksonP"弱 酸 を.含む錆 εk成の 物

理f七學 曵勺瞬究 〔Xり}酋 石 霞垂と.(a)M`・ 酸(b〕W酸 と

の鏃 生戒.(1055)・

1.lollertsw..a.A・.&.SpuロceoJLF・,第 一CJ化 合 物

の 存在 せ の事(m62)..

Er阻bergerM。1.yBmde、V・R・ICn化 合 翰 の 吸取 スIP㎏hW舶 緩 衝 溶 液 に於 け る遖¥tn酸 驪 の 邂元;H;U,
1

ベ ク トル 〔v〕 』(漏 エ チ レ ン ヂ ア ミ ン ハ ・ ゲ ン錆 駕 合

掬(1N92), .

C加1把nt色r∵ ・.1弖鱒 酸 性1容 液 に'於 け る5債.Vイ.矛 ン の 構

Oev).

Kg1【hり げ..i..M..&1 .areonW,.D.,rlサ 」フ..ニノ1.一ル を 吸.

宥担示藥1と.しτ.甘gNりa.{;.よる鹽牝物浸臭儷働の滴F

定.(1韻)1
.
c山bertsonJ6τ …Pt線 上 に於 け る.砌φ 球 め 穆 動 に つ.

い て(1921)・

に よ る電 壓 謫定(--iO)・

RMlf[00H.T.S.&.Geτma日.W,L..錯 酸 類 の物 理 化 學

的 研 究..〔XII⊃W酸 及51邑,.・酸 の ア.ル.カリ土 顛 及A9.

の正 鹽 準 錯 盛 の 沈 罎(1且x,).

」・σho凪.P毎y8り2(.亅934)・.

1)61e.nt.永 ぽ 其の 蒸 氣 の 部 分 凝 絹 に よつ で 同蜿 葉 的

ド分 別 ざれ るか?・ 洞 位 元 素 のF1轍 吩 購 べ と.

云 ふ著 者 め殴 交 の訂 正(fr18)1・

golloid-Z.,68(1934).

一一 く交 獄・集)一



物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na..4(1934))

交
.献 ;集 ioa

¥¥'adsch ..7[.u・lintelS・ ・ 健 旗 人 及 糖 尿 病 患 者 の 血 清1著 者 な.し .,(-rie夫 人.(51i)・.・

Nのhの 生 成 に.就 τ(33?), ..Glusius.k.・U.$artholomeE.7

Nature,Ib9(.1934j・

ltovsC.V・,零 散 水 銀 の 集 收 法(29)・

'f
ncho匚5k…T・,極 め て 徐 々 に蒸 鼓 さ せ る 時 に 於 け る 永

中 のDipl囓igenの%の 上 昇.(29)・

ainrdrnA.,.燐 酸 曹 遑 中 の 不 純 物 と し て.の 弗 化 物(11}1)・

PlalidavE・R・&SmithF・C・,急 藏 藍に 變 化 す.る 系 の

speclmphnlometry(103).

F。w6Din&Mangats・S・ ・k斯 彊 璞 瑚 ボ ン プ の 改 頁

(1〔回).

Ilacke・J・R・ ・ 紫 外 猿 の 測 定(139)・

Hughes.E・D・,IngoldC・K,改W㎞C・L臼 然

蒸 擲 こ依 る重 水 の 濃 縮(142)・

Be【gW.F,rkl結 畆 中・に 於 け る幽 戴ag撚h(143)・

TwymanF・ 翫BrechF・ ■熔 融 石 英 のX線 照 射(tao)・

'1'
+i・Ze&'1'sienLing・Chaρ,光 紬 に 平 行 に 切 り.r_z:fr.

孔 石 英 圄 筒 に よ る 擬 勘(飢 の.

恥 ・hiS・C・,週 鱗 物 暁 見粂 に 闇 す る迥 期 函 數 の 漸

遲 線 的 展 開.(?is)・

JrnkinsH.0.ニ トロ 基 の.構 遺(217冫

.Hillp .V.、 光 電 池1こ.よ..るifn.ウ'ア ノ メ ー タ.一 墫1隔

(289)・
.tl
ardpF.,上 壌 中 に 於 け る 遊 離ntg.(:521り'

N:rlenmever.1.L&G遺i[ロerH.,重 水 に 對 す る.若 干 の 實

瞼(32i)・

著 者.な 七 ・ 承 水 素.と]藪 水(388).

Jew∫ ・H,・ 近 世 物 理 の 目 下 の 形 勢(4昌 δ)・

IluxleyJ◆S.lSthille:F・C・S・&、1㏄}i【idじ 【二・ 、～二り

・科 亅摯L・とゴ物1璽 白句研 究.(458).

.Al
ellyJ・&r.コxt.S・ ・ ノξラ>iン 厩 の ・vclicc・m陣 ・・【 ・SaeigR..

(95y).

FrirndJ・N・,.重 水 と結 晶 水(463).

Naturwiss.,s2(tsaa).

.StumperR ・・.繼石 生 成 の物 理 化 學 と其 の 防 止(第 二版

君 補)(4D5)・

UjerrumN・ ・.無機 化 學 小 敢科 番(496)・

.wmHeveay(1」b ・Ale<nmlerE・ ・X.隷 に よ.る凭 學 分 柝

。畿 惚.。 。。。。於纈 騨9一
・estem,r¥1.u.GwLi・,α,純 鮮・加.吻 撚 ■

侍・≠.榊09.・瞭 醵 鯵 よりτ.(504).

Jrn^r.」,,.科 學 の 新 生 面.(511)・.

繼 水 に つ.いて の測

定(う26)・

∫・ckiiS6hII・・2弗 化 銀(561)・

JeltinekK.物 理 化 學 敦 科 書Ba,Ul4(5CS2),ト

Gme]in, .無機 化 學 書8版(60S)・

著 者 なレ 無機 牝學 霄Barrd4(61Q)・

1.「hmlnmG.u』reye・K・L・,河 川醐 沼等 に於 け る

氷生 成 と人 工氷 の 生 成.(613).

AboggR.・ 無機 化學 書 舳14.3Abieilnng,Tci置===.

1C・ 及 其 化 合 物(635)・
I

InayA.科 學 的 及 應 用 的 窩 眞 術]landV]iTe蔽2宅 顕1

!微 寫 眞 術(c36)・

Phn.盟ag.,豊8〔6〕..(19S4)・

ClarkC・H・1)"エ ネ ル ギ ー,沮 度 及 療 于 最.3慧 速 族

算 表(80)・

"'illott.wピ}.L&亙 鰍Lじ1sE・J・ ・合 金As-sSn系 のX .線.

.的 研 究 に 就 τ(114).

S旦oalnR.H.&MacGregorE.1.R..放 電 菅 のthllectv「

跚aly晦 に舅 す.る.炎 流 を 用 ふ る 方 法(193).

S・・demia"V・G・,C巳 一M9系1;於 け るCu!Mg相.(343》 ・

Phys..Bev.,・46(.1934)・

.DoanG。E.&ThomA..NL,不 活 性 氣 盤 中 に 於 け る

弧 光 〔1り(49)・

.Honer]{ .E・,ア ル カ リ{オ ン.に 依 る 光 の 螢 生.(280)・

ZRbelR・M・.水 銀 蒸 氣 に よ る ホ 素 及He線 の 散 亂

1(4u)・

1{;・')etrA.,BuchtaJ.w.&H・T.L,美 融 鮎 附 近 に
　

1,齢 鷲駕 嬲5町
3e.経縁 屠竃池を燭ゐる輻射測定法.(b64)・

　
2Grし ■ndrnanW・ ・瞳・.Knssne[.L,.同 上{566)・

i・11illler・}1.G.,再 結 晶 現 象 の 本 性(a1G).

Pro66Rρy・Soc・ 〔A)軍146〔tg34)・

Chnd5E.C.&Wou【1CDckA..ト1.L..有 機 分 子1=よ ・る.低

逑 電 于 の 鍛 慨.〔1〕,C2恥Ctl-1,及CtHe(199)・

.Reサ ♂Sci・In8tr..:5(Is34).

.Mott-S.mit旧 隔 責1・・ 高 壓 の"'ilson膨 服 箱(346)・

.W血tSo4 .1,・D・.&..PeterP・N"電 氣 透 析 装 置(3 .62)・

EvansBi・D・ ・.熱
.イ オ.ン.5極 眞 空 管 」二1よ う 調 整 さiれ ・る 電.

壓 安 差…装 置.(371).

u・b・・.F・・"t「 イ ド1用 郎o少 拳 透 計 ・`375)・.

1.漁 。v⑳ 曲cG,Sll。 、、。.・。。A,¢ 盈 撫.・E,w.

-■ ■■■■■..
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物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na. 4(1934)

c>>o .丈 .献 .集

Slisch皿eta]を 陣 用 せ'る.不 働 氣 懴 の 儲 製 法(arc)・

¥¥hi[eW・.,〉.蒐 法 瓶 の 熱 漏 洩 遼 度(379)・

SoW・Phy8。,5(齟934)・

SCLilk｢rc.cA・N∵K二rimobabla・Ll㍉ ..,,.SchiO:atmvul調

A噌 等 温 デ イ ラ 重」ニ ハf丿【タ ン測 熱 言奪(722〕 ・

F'巳nunnownM・ ・Rnbz〔1ｵ'A・.ii・P・ 敢【ow昌ky(三i・ 陰 楕}飛 唾

に 俵 る鐔 面 の 鍍 銀(796):

Tlan8..Farad.Soo。,50(且939)・

Co[1苴 邑rL.J。,Iiarrisn宦1.'L..H,&'Taylor、v.G.A..石

墨 に .よ る1忙 のcontamination(5S1).

:¥sbtonH・W・&Pa雨ngヒ 鋤 」・1㍉ 二 詫 の 不飽 和2カ

ル ボ キ シ ル 酸 の 電 氣 涜 定(昼98).

Z●anOI官`CheIn.,218(1934)・

Wcibke.Fr-1・ .恥 ヒdsW・ ・pmCaの 合 金('291)・

Sleet旧"∵u,Fri紬mutl塾G.,Gピ 匚'c系(34J),

.an7bngen:nW,;Lawrence-SmiHi.に 佐 る 岩 石 内 の ア

ル カ.ニリ決 定 法 に.對 す る 注 意(2ulン

1.iesenfeldKH・b瀘 厚 過 酸 化 水 素 に 於 け る重 合 生 成 栃

(25i);

T4mmannG..u.¥LrtitzG」,摩 擦 に よ る 石.英 の 密 度 の

減 少.(267),

ry匚 じ皿.P吃U.S鳳ii噴9【)"弐 亞 燐 酸 の 構 逝 に.就 て1`Br

に よ る 次 亞 燐 酸 の 酸 化"な るmom.及Hゆ ㎝ の

仕 亭;に 對 す る意 見(301)・

'1'ilkWよu
.Ilcelljek.正IKU3に よ るZnの 分 離 及 共

存 金 屬 に よ る$uO,の 不 綻 化(11d')・

4crtw三J野Sn青 銅 の 繊(403)・

Z.1血 σ「言.Che血,2皿9(1939)・

¥lrn:。1H・ ・ 碩 酸 如 酸 ア ル 切 鹽[戦 て 〔vの 遖 硼

酸 盥 及 多 重 硼 酸 鹽 の 構 造 に 就 て(3う)・

K巳omm.Wロ.Di敬k5F,,Gユ 及In化 合 物 に 就 て 〔【X〕

固 態.1.重以 ・ロ ゲ シ化 物 の 密 度(42),

.K亘emm、 、㌔wc
.マ 。9サ1}五.U.,G・ 表ln化 合 椥 二就

τ 〔X〕Ga及 「lnC6ellogenideに 就 τ(45)・

,RubO・.n.KwTxnil:W.,Reの 弗 化 物(特 にILeFS,
.
Kd)Ni,RcO鍛1:eFa,,及K2ReF6に 孰 て)(65).

Kle血 皿 .W・u・HSSYK・ ・ 磁 化 學 的 研 究 〔tx7.頚 酸 化

物 に 就 て(82)・

DitzH一.Kdleb㎞dk。.:F6と 共 存 す るCoの 檢 出

に 用uら:れ る †。暮dの.tLadnnid反 懸(97)・

Piじz・.H..軟 ひln籔 に 於 け るMnO2め 眞 の 含 量 及 見 か

け 上 め 貧 鼠 φ 決 匐 二就 τ 〔ll:i)・

1μii隅 艦wdbk・..r.・Eggersli.・RL/Hg.系 φ 熟 解

Ior・ ア効 り.飆 の 繊 働 醐 す る脳(1!P)・

lRuqo.u.G[eseM".ag及Cα の弗 素 化(143)・

Meyec工 ・ 酸 性 ニ ステ ル を 有 す る コパ ル チ錵 鹽 に就 で

(1・tg).
.H
。eh唾chmidO…NVintersbergeTK,,!thの 原 干 量

の訂 正 ・1"1'の5鹽 化物 の分 析(161).

Gnmヒ 「E・・3價 元 棄 の 燐 酸 鹽 一及 枇 酸 鹽 水 化 物 〔1〕過

燐 酸 鹽 一及 硼 素 砒 鹹 鹽 水 化 物(181)・

v・nHe・esyG,IIIerketA.u.NVuerstlinK.,Cr及Mn

の 分布(192)・

110ffmann∫.,簑 物 着 色 蜴二就 で(197),

KrauseA.,MtレToniownaKlu .1ヤzyby】ski.E.,Silbct-

ferriteに 就 て 〔X〕・F・CO、 よ らの 了・F。00H及 了・

F噫0(川 の α・FeOC)1tへ の邏 移(2(粉 ,

Krause・f、・・無 定 形 及 結 晶 水酸 化 物 及酸 化物 〔XX〕 .不

瀕 的儲 生成 或 蕨 透 現geLし .τの 〔)・・hbf・・rihy

drnxidLpGlrethit:老 成(213) .

Hieber"㌦ ロ・1・e.'yだ・・Atlhylolai皿;nLLの 錯 化 學 的県 動

〔u〕(225)・

Jensel且K●A曾u・R;Lnckc-Ma4bcnE.,Thiosc["ica'rbazide

の 二 三の 銷 化 合 物(243).

KittelH・tl・1.luettigG・F.,活 性 酸 化 物 〔LXXVIII〕 ア

ル カ リ土 類 炭 駐 鹽 及 酸 化籖 の滉 合 物 が尖 晶石 への 移

行 に於 て現 れ る活恆i状 態 に就 τ.(2S6).9

JanderG・ 囗・Ja』rK・F・ ・ 雨 性 水 酸 化物 に就 τ,加 水

分 解 せ る其 鹽 類 及 其 高 級 分 子 化 合 物 溶 液 〔XXV〕

Iieterepnly化 台・物 の構 造理 論 の 問 題 に對 す る燐酸 及

1砒 酸.テ ル 、酸 及 珪 酸 の 櫨 々の形 態 の 意 義 に就 て

(2&3)・
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